
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画別冊資料（案別冊資料（案別冊資料（案別冊資料（案））））    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料資料資料資料 3333－－－－②②②②    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※理念、3 つの視点と 10 の基本方針については変更なし 

※各基本方針の「取組の方向」「主な取組」について見直し 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な教育理念 

3 つの視点に基づく 10 の基本方針  

変化の激しいこれからの時代においては、郷土の先人たちの活躍に見られるように、我が国や郷土

に対する誇りや愛情を持ち、高知県だけでなく日本、あるいは世界の状況を見据えながら、自らの置

かれた立場を考え、高い志を持って行動できる人間の育成が求められます。 

子どもたちが、これからの社会を生き抜いていくためには、基礎となる学力をしっかりと身につけ

ながら、その力を活用して、生涯を通じてさらに自ら学び、自己実現を図っていくことが必要です。 

心身心身心身心身ともにともにともにともに健健健健やかでやかでやかでやかで「「「「夢夢夢夢」」」」とととと「「「「希望希望希望希望」」」」にあふれたにあふれたにあふれたにあふれた土佐人土佐人土佐人土佐人をををを育育育育てようてようてようてよう    

生涯生涯生涯生涯をををを通通通通しししし学学学学ぶぶぶぶ喜喜喜喜びにびにびにびに満満満満ちたちたちたちた教育的教育的教育的教育的なななな風土風土風土風土づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めようめようめようめよう    

高知県高知県高知県高知県のののの強強強強みをみをみをみを生生生生かしかしかしかし、、、、伸伸伸伸ばすばすばすばす取組取組取組取組をををを進進進進めようめようめようめよう 
   

教育教育教育教育のののの原点原点原点原点であるであるであるである家庭家庭家庭家庭のののの教育力教育力教育力教育力をををを高高高高めようめようめようめよう    

乳幼児期乳幼児期乳幼児期乳幼児期におけるにおけるにおけるにおける親親親親のののの役割役割役割役割のののの重要性重要性重要性重要性をををを認識認識認識認識しししし、、、、確確確確かなかなかなかな「「「「子育子育子育子育てててて力力力力」」」」をををを育成育成育成育成しよしよしよしようううう            

放課後放課後放課後放課後やややや週末週末週末週末などになどになどになどに積極的積極的積極的積極的にににに学校学校学校学校にかかわりにかかわりにかかわりにかかわり、、、、地域全体地域全体地域全体地域全体でででで教育教育教育教育をををを支支支支えようえようえようえよう 

   

学校等学校等学校等学校等でででで将来将来将来将来のののの基礎基礎基礎基礎となるとなるとなるとなる力力力力をををを確実確実確実確実にににに身身身身につけさせようにつけさせようにつけさせようにつけさせよう        

教職員教職員教職員教職員としてとしてとしてとして日々日々日々日々研研研研さんしさんしさんしさんし、、、、互互互互いにいにいにいに高高高高めめめめ合合合合うううう取組取組取組取組をををを進進進進めようめようめようめよう            

校長等校長等校長等校長等のリーダーシップのもとのリーダーシップのもとのリーダーシップのもとのリーダーシップのもと意欲意欲意欲意欲とととと活力活力活力活力にににに満満満満ちたちたちたちた組織的組織的組織的組織的なななな学校学校学校学校づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めよめよめよめようううう     

学学学学びのびのびのびの拠点拠点拠点拠点であるであるであるである教育機関教育機関教育機関教育機関をををを整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実させようさせようさせようさせよう    
   

1 

1111））））高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画高知県教育振興基本計画のののの理念理念理念理念とととと基本方針基本方針基本方針基本方針    



       

 
   

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    指針指針指針指針「「「「高知高知高知高知のキャリアのキャリアのキャリアのキャリア教育教育教育教育」」」」にににに基基基基づくづくづくづく発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたキャリアじたキャリアじたキャリアじたキャリア教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

○○○○    「「「「夢夢夢夢」」」」やややや「「「「志志志志」」」」をををを喚起喚起喚起喚起しししし、、、、意欲意欲意欲意欲をををを高高高高めるめるめるめる教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

○○○○    学級経営学級経営学級経営学級経営のののの基本基本基本基本をををを理解理解理解理解したしたしたした「「「「学級学級学級学級づくりリーダーづくりリーダーづくりリーダーづくりリーダー」」」」のののの育成育成育成育成    

○○○○    QQQQ----UUUU アンケートアンケートアンケートアンケート等等等等のののの分析分析分析分析ツールのツールのツールのツールの活用活用活用活用    

○○○○    学級経営学級経営学級経営学級経営のスタンダードののスタンダードののスタンダードののスタンダードの確立確立確立確立    

○○○○    道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育のののの体系的体系的体系的体系的なななな推進推進推進推進    

○○○○    人権教育人権教育人権教育人権教育のののの体系的体系的体系的体系的なななな推進推進推進推進    

教育の目的である「人格の完成」を目指すためには、相互に関連し合う、知力･体力･心
をバランスよく伸ばしていくことが重要です。特に、知力･体力とともに、健やかな心を育
てること、具体的には、自己肯定感や自尊感情、他人を思いやる気持ちや規範意識、頑張
ろうとする気力などを幼少期からしっかりと育むことが必要です。そのうえで、発達段階
に応じて心身を鍛えながら、夢と希望に満ちた、郷土を愛する土佐人を育成することが求
められます。 

そして、様々な交わりや身近な環境問題等を通じて、国際的な視野を広げ、社会の一員
として適切な判断と行動ができる、責任ある人間を育成することが大切です。 

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

 

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

 

■■■■子子子子どものどものどものどもの「「「「夢夢夢夢」」」」やややや「「「「希望希望希望希望」」」」をををを実現実現実現実現するキャリアするキャリアするキャリアするキャリア教育教育教育教育をををを推進推進推進推進しししし、、、、子子子子どものどものどものどもの学習学習学習学習にににに対対対対

するするするする興味関心興味関心興味関心興味関心やややや意欲意欲意欲意欲をををを育育育育てますてますてますてます。。。。    
    
■■■■道徳道徳道徳道徳をはじめをはじめをはじめをはじめ学校教育活動全体学校教育活動全体学校教育活動全体学校教育活動全体をををを通通通通したしたしたした心心心心のののの教育教育教育教育のののの充実充実充実充実をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、児童生児童生児童生児童生

徒徒徒徒のののの感性感性感性感性をををを高高高高めめめめ情操情操情操情操をををを育育育育むむむむ教育教育教育教育をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    
    
■■■■児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの心心心心のののの状状状状態態態態をををを客観的客観的客観的客観的にににに把握把握把握把握できるアンケートできるアンケートできるアンケートできるアンケート調査調査調査調査のののの実施実施実施実施・・・・分析分析分析分析をををを充実充実充実充実

しししし、、、、学級経営学級経営学級経営学級経営のののの質質質質をををを高高高高めていきますめていきますめていきますめていきます。。。。    
    
■■■■中中中中１１１１ギャップのギャップのギャップのギャップの解消解消解消解消のためのためのためのため、、、、小中連携小中連携小中連携小中連携をををを推進推進推進推進してしてしてして課題解決課題解決課題解決課題解決をををを図図図図りますりますりますります。。。。    
    
■■■■発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じじじじ、、、、人権人権人権人権のののの意義意義意義意義、、、、内容等内容等内容等内容等についてについてについてについて理解理解理解理解しししし、「、「、「、「自分自分自分自分のののの大切大切大切大切さとともにさとともにさとともにさとともに

他他他他のののの人人人人のののの大切大切大切大切さをさをさをさを認認認認めることめることめることめること」」」」ができるができるができるができる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒をををを育育育育てるためてるためてるためてるため、、、、連続性連続性連続性連続性のあるのあるのあるのある人人人人

権教育権教育権教育権教育をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

心心心心のののの教育教育教育教育    

 

２２２２））））各基本方針各基本方針各基本方針各基本方針のののの取組取組取組取組のののの方向方向方向方向とととと主主主主なななな取組取組取組取組    



       

 
○○○○    こうちの子ども体力アップアクションプランの推進こうちの子ども体力アップアクションプランの推進こうちの子ども体力アップアクションプランの推進こうちの子ども体力アップアクションプランの推進    

○○○○    スポーツ選手（トップアスリート）「夢先生」派遣事業スポーツ選手（トップアスリート）「夢先生」派遣事業スポーツ選手（トップアスリート）「夢先生」派遣事業スポーツ選手（トップアスリート）「夢先生」派遣事業    

○○○○    児童生徒の健康のための学校保健・健康教育等の普及・促進児童生徒の健康のための学校保健・健康教育等の普及・促進児童生徒の健康のための学校保健・健康教育等の普及・促進児童生徒の健康のための学校保健・健康教育等の普及・促進                

○○○○    学校給食における地産地消をすすめる産業振興食育推進事業学校給食における地産地消をすすめる産業振興食育推進事業学校給食における地産地消をすすめる産業振興食育推進事業学校給食における地産地消をすすめる産業振興食育推進事業    

○○○○    教育文化祭の実施教育文化祭の実施教育文化祭の実施教育文化祭の実施    

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○○○○    こうちのこうちのこうちのこうちの子子子子どもどもどもども体力体力体力体力アップアクションプランのアップアクションプランのアップアクションプランのアップアクションプランの推進推進推進推進    

○○○○    児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの健康健康健康健康のためののためののためののための学校保健学校保健学校保健学校保健・・・・健康教育等健康教育等健康教育等健康教育等のののの普及普及普及普及・・・・促進促進促進促進    

○○○○    学校給食学校給食学校給食学校給食におけるにおけるにおけるにおける地産地消地産地消地産地消地産地消をすすめるをすすめるをすすめるをすすめる産業振興食育推進事業産業振興食育推進事業産業振興食育推進事業産業振興食育推進事業    

○○○○    教育文化祭教育文化祭教育文化祭教育文化祭のののの実施実施実施実施    

        

■■■■体体体体をををを使使使使ったったったった遊遊遊遊びのびのびのびの機会機会機会機会をををを増増増増やすとともにそのやすとともにそのやすとともにそのやすとともにその内容内容内容内容をををを充実充実充実充実させますさせますさせますさせます。。。。    
    
■■■■体育体育体育体育のののの授業授業授業授業のののの充実充実充実充実とととと運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣のののの定着定着定着定着をををを図図図図るためるためるためるため、「、「、「、「全国体力全国体力全国体力全国体力・・・・運動能力運動能力運動能力運動能力、、、、運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣

等調査等調査等調査等調査」」」」のののの結果結果結果結果からからからから高知県高知県高知県高知県におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題をををを明確明確明確明確にしにしにしにし、、、、体力向上体力向上体力向上体力向上にににに向向向向けたけたけたけた総合的総合的総合的総合的なななな計計計計

画画画画をををを作成作成作成作成しししし、、、、実践実践実践実践しますしますしますします。。。。    
    

■■■■運動運動運動運動やスポーツのやスポーツのやスポーツのやスポーツの素晴素晴素晴素晴らしさやらしさやらしさやらしさや夢夢夢夢をををを持持持持つことのつことのつことのつことの大切大切大切大切さをさをさをさを知知知知らせらせらせらせ、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが自自自自らららら将将将将

来来来来のののの夢夢夢夢をををを持持持持ちちちち、、、、夢夢夢夢にににに向向向向かってかってかってかって頑張頑張頑張頑張ろうとするろうとするろうとするろうとする気持気持気持気持ちをちをちをちを育育育育みますみますみますみます。。。。    
    

■■■■学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける組織的組織的組織的組織的・・・・継続的継続的継続的継続的なななな健康教育健康教育健康教育健康教育、、、、学校給食学校給食学校給食学校給食のののの普及充実普及充実普及充実普及充実、、、、食育食育食育食育などをなどをなどをなどを推進推進推進推進しししし

ますますますます。。。。    
    

■■■■学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける文化活動文化活動文化活動文化活動をををを充実充実充実充実させますさせますさせますさせます。。。。    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

 

健康健康健康健康とととと体育体育体育体育    

 

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

 



       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

高知県の教育を大きな広がりを持って振興するためには、県民一人一人が、個人の望み
や希望と社会の要請を踏まえ、生涯を通して学びを継続し、その成果を発揮しながら、社
会で力強く生きていくことが大切です。学ぶ喜びや自らが成長する確かな手応えを実感し
てこそ、生涯学び続ける意欲が育ちます。 

このため、子どもから大人までのすべての県民が、ライフステージに応じて多様な場所
や方法で学習し、その成果を生かすことができるよう学習環境を整備し、教育的な風土づ
くりを進めます。 

○○○○    県立図書館県立図書館県立図書館県立図書館とととと市町村立図書館市町村立図書館市町村立図書館市町村立図書館のネットワークのネットワークのネットワークのネットワーク化化化化のののの推進推進推進推進    

○○○○    学校学校学校学校とととと公立図書館等公立図書館等公立図書館等公立図書館等のののの連携強化連携強化連携強化連携強化    

○○○○    若者若者若者若者サポートステーションによるサポートステーションによるサポートステーションによるサポートステーションによる若者若者若者若者のののの自立支援自立支援自立支援自立支援    

○○○○    公民館等公民館等公民館等公民館等をををを活用活用活用活用したしたしたした地域地域地域地域のののの学学学学びびびび場場場場づくりづくりづくりづくり    

○○○○    全国生涯学習全国生涯学習全国生涯学習全国生涯学習フォーラムのフォーラムのフォーラムのフォーラムの開催等開催等開催等開催等をををを契機契機契機契機としたとしたとしたとした地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上    

○○○○    総合型総合型総合型総合型地域地域地域地域スポーツクラブのスポーツクラブのスポーツクラブのスポーツクラブの育成育成育成育成    

○○○○    地域地域地域地域のののの核核核核となるとなるとなるとなる人材人材人材人材のののの育成育成育成育成    

○○○○    高知県教育高知県教育高知県教育高知県教育のののの日日日日「「「「志志志志・とさ・とさ・とさ・とさ学学学学びのびのびのびの日日日日」」」」をををを契機契機契機契機とするとするとするとする教育的教育的教育的教育的なななな風土風土風土風土づくりづくりづくりづくり    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■県立図書館県立図書館県立図書館県立図書館によるによるによるによる市町村市町村市町村市町村へへへへのののの支援機能支援機能支援機能支援機能のののの整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■学校学校学校学校とととと公立図書館等公立図書館等公立図書館等公立図書館等のののの連携連携連携連携をををを強化強化強化強化しししし、、、、協協協協力体力体力体力体制制制制のののの整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■就就就就学学学学やややや就労就労就労就労などをなどをなどをなどを促進促進促進促進するするするする総合的総合的総合的総合的なななな若者支援体若者支援体若者支援体若者支援体制制制制のののの充実充実充実充実をををを図図図図りますりますりますります。。。。    
    
■■■■高知県教育高知県教育高知県教育高知県教育のののの日日日日「「「「志志志志・とさ・とさ・とさ・とさ学学学学びのびのびのびの日日日日」」」」のののの趣旨趣旨趣旨趣旨にににに沿沿沿沿ったったったった取取取取組組組組のののの推進推進推進推進によりによりによりにより、、、、教育的教育的教育的教育的なななな風風風風

土土土土づくりづくりづくりづくりへへへへのののの県民意県民意県民意県民意識識識識のののの高高高高まりをまりをまりをまりを醸醸醸醸成成成成しますしますしますします。。。。    
    
■■■■地域地域地域地域のスポーツのスポーツのスポーツのスポーツ環境環境環境環境をさらにをさらにをさらにをさらに充実充実充実充実させますさせますさせますさせます。。。。    
    
■■■■地域地域地域地域のののの身近身近身近身近なななな学学学学びのびのびのびの場場場場であるであるであるである公民館活動公民館活動公民館活動公民館活動のののの活性化活性化活性化活性化をををを図図図図りますりますりますります。。。。    



       

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども一人ひとりに個性があるように、高知県の教育の個性を伸ばし、得意分野を磨く
ことも必要です。 

高知県の歴史と伝統に根ざし、豊かな自然環境や個人の感性などの「強み」を生かした
教育を振興していきます。 

○○○○    夢夢夢夢をををを育育育育みみみみ感性感性感性感性をををを磨磨磨磨くくくく読読読読書活動書活動書活動書活動のののの積極積極積極積極的的的的なななな推進推進推進推進    

○○○○    特色特色特色特色あるあるあるある高等学校高等学校高等学校高等学校づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進（（（（２２２２１１１１ハハハハイイイイスクールプランスクールプランスクールプランスクールプラン推進事業推進事業推進事業推進事業））））    

○○○○    日本日本日本日本有数有数有数有数のののの海技士養海技士養海技士養海技士養成高校成高校成高校成高校をををを目目目目指指指指すすすす高知高知高知高知海洋海洋海洋海洋高校高校高校高校のののの活性化活性化活性化活性化とととと土土土土佐海佐海佐海佐海援援援援丸丸丸丸のののの新船新船新船新船

建造建造建造建造    

○○○○    高知県高知県高知県高知県のののの特特特特性性性性をををを生生生生かしたかしたかしたかした教育内容教育内容教育内容教育内容のののの充実充実充実充実    

○○○○    学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの活用活用活用活用のののの推進推進推進推進    

○○○○    発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたじたじたじた読読読読書書書書環境環境環境環境のののの整備整備整備整備    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■「「「「第第第第二次二次二次二次高知県子高知県子高知県子高知県子どもどもどもども読読読読書活動推進計画書活動推進計画書活動推進計画書活動推進計画」」」」をををを確実確実確実確実にににに実施実施実施実施しししし、、、、読読読読書活動書活動書活動書活動のののの推進推進推進推進やややや読読読読書書書書環環環環

境境境境のののの充実充実充実充実をををを図図図図りますりますりますります。。。。    
    
■■■■県立学校県立学校県立学校県立学校のののの成果成果成果成果をあをあをあをあげげげげたたたた独独独独自自自自のののの取取取取組組組組をををを引引引引きききき続続続続きききき支援支援支援支援しますしますしますします。。。。    
    
■■■■農農農農業業業業・・・・林林林林業業業業・・・・水水水水産業産業産業産業などなどなどなど、、、、高知県高知県高知県高知県のののの強強強強みやみやみやみや特色特色特色特色をををを生生生生かしたかしたかしたかした専門専門専門専門高校高校高校高校のののの取取取取組組組組をををを一層周一層周一層周一層周知知知知

しししし、、、、必要必要必要必要にににに応応応応じじじじ、、、、充実充実充実充実をををを図図図図りますりますりますります。。。。    
    
■■■■高知県高知県高知県高知県のののの強強強強みやみやみやみや特色特色特色特色をををを生生生生かしたかしたかしたかした授業授業授業授業づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■高知県高知県高知県高知県のののの豊豊豊豊かなかなかなかな自自自自然然然然をををを生生生生かしかしかしかし、、、、黒潮黒潮黒潮黒潮・・・・清流清流清流清流・・・・里山里山里山里山をまるをまるをまるをまるごごごごとフとフとフとフィィィィールドとするールドとするールドとするールドとする「「「「高知高知高知高知

自自自自然然然然学校学校学校学校構想構想構想構想」」」」やややや青少年青少年青少年青少年のののの体体体体験験験験活動活動活動活動のののの充実充実充実充実にににに取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます。。。。 



       

 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教育の原点は家庭にあり、基本的な生活習慣、豊かな感性や情操などの基礎は家庭で培
われます。 

家庭は、愛情を持って子どもと向き合い、あいさつや規範意識など人としての基礎･基本
をしっかりと育成しましょう。そして、学校や地域と協力して、基本的な生活習慣や家庭
学習の習慣を身につけさせましょう。 

○○○○    子子子子どものどものどものどもの学学学学びをびをびをびを保保保保障障障障するするするする教育教育教育教育費負担費負担費負担費負担等等等等のののの軽減軽減軽減軽減    

○○○○    子育子育子育子育てててて家庭家庭家庭家庭へへへへのきめのきめのきめのきめ細細細細かなかなかなかな支援支援支援支援のののの充実充実充実充実（（（（家庭家庭家庭家庭教育支援基教育支援基教育支援基教育支援基盤形盤形盤形盤形成事業成事業成事業成事業））））    

○○○○    スクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラー、、、、スクールソーシャルワーカスクールソーシャルワーカスクールソーシャルワーカスクールソーシャルワーカーーーーのののの配置拡配置拡配置拡配置拡充充充充とととと資資資資質質質質のののの向上向上向上向上    

○○○○    PTAPTAPTAPTAとのとのとのとの協働協働協働協働によるによるによるによる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの生活生活生活生活リリリリズズズズムムムム向上向上向上向上    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■厳厳厳厳しいしいしいしい状状状状況況況況にあるにあるにあるにある家庭家庭家庭家庭をををを側面側面側面側面的的的的にににに支援支援支援支援するするするする施施施施策策策策をををを充実充実充実充実することですることですることですることで、、、、どのようなどのようなどのようなどのような家庭家庭家庭家庭状状状状

況況況況であってもであってもであってもであっても一一一一定定定定のののの教育教育教育教育をををを受受受受けらけらけらけられれれれるるるる取取取取組組組組をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■学校学校学校学校とととと家庭家庭家庭家庭とのとのとのとのパパパパートートートートナナナナーシップのーシップのーシップのーシップの強化強化強化強化をををを図図図図りりりり、、、、ＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携によるによるによるによる基本的基本的基本的基本的なななな生生生生

活習慣活習慣活習慣活習慣のののの確立確立確立確立とととと生活生活生活生活リリリリズズズズムのムのムのムの向上向上向上向上をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    
    
■■■■宿宿宿宿題題題題やややや家庭家庭家庭家庭学習学習学習学習をしっかりとをしっかりとをしっかりとをしっかりと行行行行うことができるうことができるうことができるうことができる対対対対策策策策をををを充実充実充実充実しますしますしますします。。。。 



       

 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親が、子どもに乳幼児期から愛情を十分に注ぎ、よりよい親子関係を構築することが教
育の出発点です。親が親の役割の重要性を認識し、親として育つことが何よりも大切です。 

このため、確かな「子育て力」の育成を最も重要な課題として位置づけ、特に重点的に
取り組みます。 

○○○○    遊遊遊遊びやびやびやびや生活生活生活生活をををを通通通通したしたしたした「「「「生生生生きるきるきるきる力力力力」」」」のののの基基基基礎礎礎礎をををを培培培培うううう保育実践保育実践保育実践保育実践のののの推進推進推進推進    

○○○○    各各各各保育保育保育保育所所所所、、、、幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園等等等等におけるにおけるにおけるにおける日日日日常常常常的的的的なななな親親親親育育育育ちちちち支援体支援体支援体支援体制制制制のののの確立確立確立確立    

○○○○    子育子育子育子育てててて等等等等にににに関関関関するするするする保保保保護護護護者者者者・・・・保育者保育者保育者保育者のののの理解理解理解理解のののの促進促進促進促進    

○○○○    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援アドアドアドアドバイザバイザバイザバイザーのーのーのーの派遣派遣派遣派遣    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■乳幼乳幼乳幼乳幼児児児児期期期期によりによりによりにより良良良良いいいい親親親親子関子関子関子関係係係係をををを構築構築構築構築しししし、、、、親親親親のののの子育子育子育子育てててて力力力力をををを高高高高めることでめることでめることでめることで、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの

生生生生きるきるきるきる力力力力のののの基基基基礎礎礎礎となるとなるとなるとなる人人人人格形格形格形格形成成成成のののの基基基基礎礎礎礎をををを培培培培いますいますいますいます。。。。 



       

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、地域の中で学び、遊び、地域の人と触れ合う中で、社会性を身につけ健
全に育ちます。また、地域の人が様々な形で学校の運営にかかわったり、学校が地域の学
習や文化の拠点として貢献することが、地域に信頼される学校づくりや地域の活性化にも
つながります。 

地域の人々は、放課後や週末に、時には学校の授業の中や図書館（室）で、地域の子ど
もたちや学校にかかわるなど、積極的に教育に参加しましょう。 

また、全国学力・学習状況調査の結果では、「近所の人に会ったときは、あいさつをして
いる」の問いに対して、高知の子どもたちは全国に比べて低い結果になっています。地域
の現状を踏まえつつ、子どもたちへのあいさつ、一声かけを行いましょう。 

○○○○    健健健健やかでやかでやかでやかで豊豊豊豊かなかなかなかな放放放放課課課課後後後後をををを保保保保障障障障するするするする放放放放課課課課後後後後子子子子どもプランのどもプランのどもプランのどもプランの推進推進推進推進    

○○○○    放放放放課課課課後後後後学学学学びびびび場場場場をををを活用活用活用活用したしたしたした家庭家庭家庭家庭学習習慣学習習慣学習習慣学習習慣のののの定着定着定着定着にににに向向向向けたけたけたけた取取取取組組組組のののの推進推進推進推進    

○○○○    地域地域地域地域社社社社会全体会全体会全体会全体でででで学校学校学校学校をををを支支支支ええええるるるる学校支援地域本学校支援地域本学校支援地域本学校支援地域本部部部部のののの設置設置設置設置    

○○○○    地域人材地域人材地域人材地域人材のののの活用活用活用活用によるによるによるによる教育活動教育活動教育活動教育活動のののの充実充実充実充実    

○○○○    地域地域地域地域ぐぐぐぐるみのるみのるみのるみの学校学校学校学校安安安安全体全体全体全体制制制制のののの整備整備整備整備        

○○○○    防災防災防災防災教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■学習習慣学習習慣学習習慣学習習慣のののの定着定着定着定着をををを図図図図るるるる学学学学びのびのびのびの場場場場やスやスやスやスポーツポーツポーツポーツ、、、、文化活動等文化活動等文化活動等文化活動等のののの支援支援支援支援をををを行行行行いいいい、、、、すすすすべべべべてのてのてのての子子子子どどどど

もたちにもたちにもたちにもたちに健健健健やかでやかでやかでやかで豊豊豊豊かなかなかなかな放放放放課課課課後後後後をををを保保保保障障障障しますしますしますします。。。。    
    
■■■■ボボボボランテランテランテランティィィィアによるアによるアによるアによる学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館（（（（室室室室））））のののの運営運営運営運営やややや部部部部活動活動活動活動のののの指指指指導導導導、、、、学校学校学校学校周辺周辺周辺周辺のののの見守見守見守見守りりりり活動活動活動活動

などなどなどなど、、、、地域地域地域地域社社社社会全体会全体会全体会全体でででで学校学校学校学校をををを支支支支ええええるるるる仕仕仕仕組組組組みづくりをみづくりをみづくりをみづくりを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    
    
■■■■地域地域地域地域のののの抱抱抱抱ええええるるるる教育課題教育課題教育課題教育課題をををを学校学校学校学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域でででで共有共有共有共有しししし、、、、協働協働協働協働するするするする取取取取組組組組をををを進進進進めますめますめますめます。。。。 



       

    

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

生涯を通じて自ら学んだり、学び直したりするためには、そのための基礎･基本となる力
を確実に身につけておく必要があります。 

このため、学校等で子どもたちの発達段階に応じて、修得すべき基礎･基本を確実に身に
つけさせ、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現する力を育むとともに、学習に取
り組む意欲を養います。 

また、校種間の円滑な接続や、連続性･系統性を重視することにより、それぞれの学校段
階での取組がより効果的に発揮されるようにしていきます。 

○○○○    幼幼幼幼児理解児理解児理解児理解にににに基基基基づくづくづくづく保育実践保育実践保育実践保育実践のののの促進促進促進促進    

○○○○    行政窓口行政窓口行政窓口行政窓口のののの一一一一本化本化本化本化のののの推推推推奨奨奨奨    

○○○○    よりよりよりより質質質質のののの高高高高いいいい保育保育保育保育････教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

○○○○    子育子育子育子育てててて環境環境環境環境をををを充実充実充実充実するためのするためのするためのするための認定認定認定認定こどもこどもこどもこども園園園園のののの推進推進推進推進    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■幼幼幼幼児教育児教育児教育児教育のののの重要重要重要重要性性性性にににに対対対対するするするする理解理解理解理解のののの促進促進促進促進をををを図図図図りますりますりますります。。。。    
    
■■■■どこにいてもどこにいてもどこにいてもどこにいても質質質質のののの高高高高いいいい保育保育保育保育・・・・教育教育教育教育をををを受受受受けることのできるようけることのできるようけることのできるようけることのできるよう、、、、保育保育保育保育士士士士・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園教教教教員員員員のののの

資資資資質質質質・・・・専門専門専門専門性性性性のののの向上向上向上向上をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、就就就就学学学学前前前前のののの子子子子どもをどもをどもをどもを一一一一体的体的体的体的にににに捉捉捉捉ええええるためのるためのるためのるための環境環境環境環境をををを

整整整整ええええますますますます。。。。    
    
■■■■保保保保護護護護者者者者のののの就労就労就労就労のののの有無有無有無有無にかかにかかにかかにかかわわわわららららずずずず子子子子どもをどもをどもをどもを受受受受けけけけ入入入入れれれれることができることができることができることができ、、、、幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園教育教育教育教育要領要領要領要領にににに

沿沿沿沿ったったったった教育等教育等教育等教育等をををを行行行行うううう認定認定認定認定こどもこどもこどもこども園園園園へへへへのののの円滑円滑円滑円滑なななな移行移行移行移行をををを促進促進促進促進しますしますしますします。。。。 

幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育    

 



       

 
         
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

○○○○    学力向上学力向上学力向上学力向上のためののためののためののための学校学校学校学校改善改善改善改善プランにプランにプランにプランに基基基基づくづくづくづく支援支援支援支援････指指指指導導導導のののの強化強化強化強化    

○○○○    単元単元単元単元テストテストテストテスト、、、、学習学習学習学習シートシートシートシート等等等等のののの活用活用活用活用によるによるによるによる授業授業授業授業とととと家庭家庭家庭家庭学習学習学習学習のサのサのサのサイイイイクルクルクルクル化化化化    

○○○○    授業授業授業授業のスタンダードののスタンダードののスタンダードののスタンダードの確立確立確立確立    

○○○○    高知市高知市高知市高知市がががが行行行行うううう学力向上学力向上学力向上学力向上のののの取取取取組組組組にににに対対対対するするするする重点重点重点重点支援支援支援支援    

○○○○    先導先導先導先導的的的的なななな役割役割役割役割をををを担担担担うううう学校学校学校学校へへへへのののの支援支援支援支援    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■各各各各学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける学力向上学力向上学力向上学力向上にににに向向向向けたけたけたけた具具具具体的体的体的体的なななな取取取取組組組組であるであるであるである学校学校学校学校改善改善改善改善プランをプランをプランをプランを着実着実着実着実にににに実実実実行行行行

しますしますしますします。。。。    
    
■■■■家庭家庭家庭家庭学習学習学習学習をををを定着定着定着定着させるためさせるためさせるためさせるため、、、、授業授業授業授業とととと関連関連関連関連づけたづけたづけたづけた宿宿宿宿題題題題やややや、、、、予予予予習習習習・・・・授業授業授業授業・・・・復復復復習習習習のサのサのサのサイイイイクルクルクルクル

がががが自自自自然然然然にににに成成成成りりりり立立立立つようなつようなつようなつような授業授業授業授業づくりをづくりをづくりをづくりを行行行行いますいますいますいます。。。。    
    
■■■■算数算数算数算数・・・・数数数数学学学学においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、学習内容学習内容学習内容学習内容のののの小小小小さなまとまりさなまとまりさなまとまりさなまとまり（（（（単元単元単元単元））））ごごごごとにとにとにとに確実確実確実確実なななな定着定着定着定着をををを図図図図りりりり、、、、

該当該当該当該当学学学学年年年年においてにおいてにおいてにおいて身身身身につけるにつけるにつけるにつけるべべべべきききき学力学力学力学力をををを保保保保証証証証するするするする取取取取組組組組をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■高知県高知県高知県高知県とととと高知市高知市高知市高知市がががが連携連携連携連携してしてしてして、、、、学力向上学力向上学力向上学力向上にににに取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます。。。。    
    
■■■■県全体県全体県全体県全体のののの教育教育教育教育レベレベレベレベルをルをルをルを引引引引きききき上上上上げげげげるためるためるためるため、、、、高知県高知県高知県高知県をををを先導先導先導先導するするするする取取取取組組組組をををを行行行行うううう学校学校学校学校をををを積極積極積極積極的的的的にににに

支援支援支援支援しますしますしますします。。。。 

義務教育義務教育義務教育義務教育    

 



       

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    指針指針指針指針「「「「高知高知高知高知のキャリアのキャリアのキャリアのキャリア教育教育教育教育」」」」にににに基基基基づくづくづくづく発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたキャリアじたキャリアじたキャリアじたキャリア教育教育教育教育のののの推推推推進進進進（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

○○○○    入入入入学者学者学者学者選抜制度選抜制度選抜制度選抜制度のののの改正改正改正改正とととと通学通学通学通学区区区区域域域域のののの見直見直見直見直しししし    

○○○○    希望希望希望希望のののの進進進進路路路路実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた高校生高校生高校生高校生就職就職就職就職支援支援支援支援    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■高校生高校生高校生高校生のののの基基基基礎礎礎礎学力学力学力学力のののの定着定着定着定着とととと進進進進路路路路希望希望希望希望のののの実現実現実現実現のためのためのためのため、、、、各各各各学校学校学校学校のののの生徒生徒生徒生徒のののの実態実態実態実態にににに応応応応じじじじ、、、、系系系系統統統統

的的的的なななな学力向上対学力向上対学力向上対学力向上対策策策策をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。    
    
■■■■中学生中学生中学生中学生がががが自自自自らららら努努努努力力力力することですることですることですることで、、、、目目目目指指指指すすすす高等学校高等学校高等学校高等学校にににに入入入入学学学学することができるようすることができるようすることができるようすることができるよう見直見直見直見直さささされれれれ

たたたた、、、、県立高等学校県立高等学校県立高等学校県立高等学校のののの入入入入学者学者学者学者選抜制度選抜制度選抜制度選抜制度やややや通学通学通学通学区区区区域域域域についてについてについてについて検証検証検証検証をををを行行行行うとともにうとともにうとともにうとともに、、、、フォフォフォフォロロロロ

ーアップをーアップをーアップをーアップを継続継続継続継続していきますしていきますしていきますしていきます。。。。    
    
■■■■経経経経済界済界済界済界やややや労働労働労働労働関関関関係係係係機関機関機関機関とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図りりりり、、、、県内県内県内県内企企企企業業業業をををを知知知知るるるる取取取取組組組組やややや、、、、高校生高校生高校生高校生がががが社社社社会人会人会人会人となとなとなとな

るるるる際際際際にににに必要必要必要必要なスキルアップをなスキルアップをなスキルアップをなスキルアップを図図図図りますりますりますります。。。。 

高校教育高校教育高校教育高校教育    

 



       

       
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

○○○○    特別特別特別特別支援教育支援教育支援教育支援教育のののの体系的体系的体系的体系的なななな推進推進推進推進    

○○○○    管管管管理理理理職職職職をををを含含含含むむむむ教教教教職員職員職員職員のののの専門専門専門専門性性性性のののの向上向上向上向上    

○○○○「「「「個別個別個別個別のののの指指指指導導導導計画計画計画計画」」」」にににに基基基基づくづくづくづく授業授業授業授業改善改善改善改善    

○○○○    教育教育教育教育巡回相談巡回相談巡回相談巡回相談のののの活用活用活用活用    

○○○○    特別特別特別特別支援学校支援学校支援学校支援学校のののの再編再編再編再編にににに関関関関するするするする検討委員検討委員検討委員検討委員会会会会のののの設置設置設置設置    

○○○○    教育内容教育内容教育内容教育内容をををを高高高高めるめるめるめる発達発達発達発達障害障害障害障害等支援等支援等支援等支援・・・・特別特別特別特別支援教育総合推進事業支援教育総合推進事業支援教育総合推進事業支援教育総合推進事業    

○○○○    専門専門専門専門性性性性のあるのあるのあるのある教教教教員員員員のののの育成育成育成育成    

○○○○    特別特別特別特別支援学校教支援学校教支援学校教支援学校教員員員員のののの免許免許免許免許保保保保有率有率有率有率のののの向上向上向上向上    

○○○○    特別特別特別特別支援教育地域支援教育地域支援教育地域支援教育地域ココココーーーーディディディディネーターのネーターのネーターのネーターの配置配置配置配置とととと活用活用活用活用    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■一一一一人人人人一一一一人人人人のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒ののののニニニニーーーーズズズズにににに応応応応じたじたじたじた教育教育教育教育をををを充実充実充実充実するためするためするためするため再編再編再編再編計画計画計画計画をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■発達発達発達発達障害障害障害障害をををを含含含含めためためためた障害障害障害障害のののの理解理解理解理解やややや基本的基本的基本的基本的なななな手手手手立立立立てのてのてのての理解理解理解理解をををを促進促進促進促進しますしますしますします。。。。    
    
■■■■発達発達発達発達障害障害障害障害等等等等のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの特特特特性性性性にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援やややや分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい授業実践力授業実践力授業実践力授業実践力のののの向上向上向上向上をををを図図図図

りますりますりますります。。。。    
    
■■■■発達発達発達発達障害障害障害障害等等等等のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの支援支援支援支援をををを校校校校種間種間種間種間でつなでつなでつなでつなぐぐぐぐ仕仕仕仕組組組組みをみをみをみを構築構築構築構築しますしますしますします。。。。    
 
■■■■発達発達発達発達障害障害障害障害等等等等のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの特特特特性性性性をををを活活活活かしかしかしかし、、、、自分自分自分自分らしさをらしさをらしさをらしさを大切大切大切大切にしたにしたにしたにした社社社社会的自立会的自立会的自立会的自立やややや職職職職業業業業

的自立的自立的自立的自立をめをめをめをめざざざざすすすす教育教育教育教育をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育    

 



       

 
         
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    大学大学大学大学入試入試入試入試におけるにおけるにおけるにおける県内県内県内県内枠枠枠枠のののの設設設設定定定定やややや教育課題解決教育課題解決教育課題解決教育課題解決にににに向向向向けてのけてのけてのけての貢献貢献貢献貢献    

○○○○    県内県内県内県内すすすすべべべべてのてのてのての大学大学大学大学におけるにおけるにおけるにおける効効効効果的果的果的果的なななな教教教教員免許更新員免許更新員免許更新員免許更新のののの実施実施実施実施    

○○○○    教教教教職員職員職員職員のののの育成育成育成育成にににに関関関関するするするする大学大学大学大学とのとのとのとの連携連携連携連携のののの推進推進推進推進    

○○○○    生徒生徒生徒生徒・・・・学生学生学生学生へへへへのののの教育教育教育教育効効効効果果果果をををを高高高高めるめるめるめる高大連携高大連携高大連携高大連携のののの推進推進推進推進    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■県内県内県内県内のののの大学大学大学大学にはにはにはには積極積極積極積極的的的的にににに地域地域地域地域にににに貢献貢献貢献貢献するするするする取取取取組組組組をををを求求求求めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■教教教教員免許更新制員免許更新制員免許更新制員免許更新制をををを円滑円滑円滑円滑にかつにかつにかつにかつ効効効効果的果的果的果的にににに実施実施実施実施するためするためするためするため、、、、連携体連携体連携体連携体制制制制ををををここここれれれれまでまでまでまで以以以以上上上上にににに進進進進めめめめ

ますますますます。。。。    
    
■■■■大学大学大学大学におけるにおけるにおけるにおける教教教教員員員員のののの養養養養成成成成、、、、県教育県教育県教育県教育委員委員委員委員会会会会におけるにおけるにおけるにおける採採採採用用用用、、、、教育教育教育教育セセセセンターやンターやンターやンターや学校学校学校学校におけにおけにおけにおけ    

    るるるる研修研修研修研修、、、、大学大学大学大学院院院院へへへへのののの派遣研修派遣研修派遣研修派遣研修等等等等においてにおいてにおいてにおいて、、、、よりよりよりより具具具具体的体的体的体的でででで実践的実践的実践的実践的・・・・効効効効果的果的果的果的なななな連携連携連携連携をををを進進進進めめめめ    

    ますますますます。。。。    
    
■■■■高大連携等高大連携等高大連携等高大連携等のののの取取取取組組組組をををを引引引引きききき続続続続きききき推進推進推進推進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、教教教教員員員員のののの交流交流交流交流をををを深深深深めますめますめますめます。。。。 

高等教育高等教育高等教育高等教育（（（（大学等大学等大学等大学等））））    

 



       

 
      
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

○○○○    校校校校種間種間種間種間のののの接接接接続続続続部部部部分分分分でででで生生生生じるじるじるじる課題課題課題課題へへへへのののの対応対応対応対応    

・・・・幼幼幼幼児教育児教育児教育児教育とととと小学校教育小学校教育小学校教育小学校教育のののの連携連携連携連携のののの推進推進推進推進        

・・・・小中連携小中連携小中連携小中連携によるによるによるによる不登不登不登不登校校校校・いじめ・いじめ・いじめ・いじめ等対等対等対等対策策策策のののの推進推進推進推進（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

○○○○    高校高校高校高校入試入試入試入試におけるにおけるにおけるにおける県県県県版版版版学力調査学力調査学力調査学力調査とのとのとのとの連携連携連携連携（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

○○○○    「「「「発達発達発達発達障害障害障害障害のあるのあるのあるのある子子子子どもどもどもどもへへへへのののの支援支援支援支援」」」」のののの引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎのののの推推推推進進進進（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

○○○○    生徒生徒生徒生徒・・・・学生学生学生学生へへへへのののの教育教育教育教育効効効効果果果果をををを高高高高めるめるめるめる高大連携高大連携高大連携高大連携のののの推進推進推進推進    

○○○○    「「「「夢夢夢夢」」」」やややや「「「「希望希望希望希望」」」」をををを実現実現実現実現するためのするためのするためのするための発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたキャリアじたキャリアじたキャリアじたキャリア教育教育教育教育のののの推進推進推進推進（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■一一一一人人人人一一一一人人人人のののの子子子子どものよりよいどものよりよいどものよりよいどものよりよい発達発達発達発達やややや学学学学びのびのびのびの連続性連続性連続性連続性のののの確保確保確保確保のためにのためにのためにのために、、、、就就就就学学学学前前前前からからからから高等学高等学高等学高等学

校校校校まででまででまででまでで目目目目指指指指すすすす子子子子どもどもどもども像像像像をををを明確明確明確明確にしにしにしにし、、、、教教教教職員職員職員職員のののの相互相互相互相互理解理解理解理解をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、年間年間年間年間指指指指導導導導計計計計

画画画画のののの中中中中にににに連携連携連携連携をををを位置位置位置位置づけていきますづけていきますづけていきますづけていきます。。。。    
    
■■■■中中中中１１１１ギャップのギャップのギャップのギャップの解消解消解消解消のためのためのためのため、、、、小中連携小中連携小中連携小中連携をををを推進推進推進推進してしてしてして課題解決課題解決課題解決課題解決をををを図図図図りますりますりますります。。。。（（（（再掲再掲再掲再掲））））    
        
■■■■中高中高中高中高一貫一貫一貫一貫教育教育教育教育をををを推進推進推進推進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、通学通学通学通学区区区区域域域域のののの見直見直見直見直しやしやしやしや今後今後今後今後のののの県立高等学校県立高等学校県立高等学校県立高等学校のののの再編再編再編再編計計計計

画画画画をををを進進進進めていくことにめていくことにめていくことにめていくことに伴伴伴伴いいいい、、、、中高連携教育中高連携教育中高連携教育中高連携教育をををを地域地域地域地域のののの実態実態実態実態にににに応応応応じてじてじてじて一層一層一層一層充実充実充実充実させていきさせていきさせていきさせていき

ますますますます。。。。    
    
■■■■高大連携等高大連携等高大連携等高大連携等のののの取取取取組組組組をををを引引引引きききき続続続続きききき推進推進推進推進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、必要必要必要必要にににに応応応応じじじじ、、、、教教教教員員員員のののの交流交流交流交流をををを深深深深めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■子子子子どものどものどものどもの「「「「夢夢夢夢」」」」やややや「「「「希望希望希望希望」」」」をををを実現実現実現実現するためのキャリアするためのキャリアするためのキャリアするためのキャリア教育教育教育教育をををを推進推進推進推進しししし、、、、子子子子どものどものどものどもの学習学習学習学習にににに

対対対対するするするする興味関心興味関心興味関心興味関心やややや意欲意欲意欲意欲をををを育育育育てますてますてますてます。。。。（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

教育教育教育教育のののの連続性連続性連続性連続性のののの確保確保確保確保    

 



       

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員は、子どもたちの成長に日々かかわり、その人格形成に大きな影響を与える存在
であり、その資質･指導力の向上は極めて重要な課題です。子どもたちの心に火をともし、
その意欲を高めるためには、日々成長し、互いに研さんし、高め合うことができる教職員
を育成することが大切です。 

このため、教職員の意欲的な取組や成果を適正に評価する仕組みづくりをはじめ、教職
員の人材育成を総合的･計画的に進めます。 

○○○○    若若若若手手手手教教教教員員員員のののの育成育成育成育成    

○○○○    保育保育保育保育士士士士・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園教教教教員員員員のためののためののためののための研修研修研修研修機会機会機会機会のののの充実充実充実充実    

○○○○    採採採採用用用用説説説説明会明会明会明会・・・・勉勉勉勉強会強会強会強会のののの実施実施実施実施    

○○○○    障害障害障害障害者者者者雇雇雇雇用用用用のののの促進促進促進促進        

○○○○    教教教教員員員員のののの自自自自主主主主的的的的なななな活動活動活動活動をををを推進推進推進推進するするするする教教教教科研究科研究科研究科研究セセセセンターンターンターンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの設置設置設置設置    

○○○○    教教教教職員職員職員職員のののの育成育成育成育成とととと学校学校学校学校のののの組織的組織的組織的組織的なななな運営運営運営運営のためののためののためののための育成型人事育成型人事育成型人事育成型人事評価評価評価評価制度制度制度制度等等等等のののの改善改善改善改善    

    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■今後今後今後今後、、、、新新新新規規規規採採採採用者用者用者用者のののの増増増増加加加加がががが見見見見込込込込ままままれれれれることからることからることからることから、、、、よりよりよりより良良良良いいいい教教教教員員員員がががが採採採採用用用用さささされれれれるシステムるシステムるシステムるシステム

のののの構築構築構築構築にににに引引引引きききき続続続続きききき取取取取りりりり組組組組むとともにむとともにむとともにむとともに、、、、質質質質のののの高高高高いいいい受受受受審審審審者者者者をををを増増増増加加加加させるさせるさせるさせる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    
    
■■■■障害障害障害障害者者者者のののの雇雇雇雇用用用用をををを推進推進推進推進するためするためするためするため、、、、学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける職員職員職員職員のののの障害障害障害障害者者者者法法法法定定定定雇雇雇雇用用用用率率率率のののの実現実現実現実現をををを目目目目指指指指しししし

ますますますます。。。。    
    
■■■■教育教育教育教育研究研究研究研究団団団団体体体体ともともともとも連携連携連携連携しながらしながらしながらしながら、、、、教教教教員員員員がががが行行行行うううう教教教教科研究科研究科研究科研究やややや児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが興味興味興味興味をををを持持持持ってってってって学学学学べべべべ

るるるる授業授業授業授業づくりをづくりをづくりをづくりを積積積積極極極極的的的的にににに支援支援支援支援しししし、、、、教育教育教育教育効効効効果果果果のあがるのあがるのあがるのあがるモモモモデデデデルルルル的的的的なななな手手手手法法法法をををを提供提供提供提供しますしますしますします。。。。    
    
■■■■教教教教職員職員職員職員のののの意欲的意欲的意欲的意欲的なななな取取取取組組組組やややや成果成果成果成果をををを適適適適正正正正にににに評価評価評価評価しししし、、、、日日日日々助言々助言々助言々助言・・・・指指指指導導導導するするするする仕仕仕仕組組組組みづくりをみづくりをみづくりをみづくりを進進進進

めますめますめますめます。。。。 

教職員教職員教職員教職員のののの採用採用採用採用・・・・研修等研修等研修等研修等    

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    保育保育保育保育、、、、教教教教科科科科教育教育教育教育のののの中核中核中核中核となるとなるとなるとなるミミミミドルリーダーのドルリーダーのドルリーダーのドルリーダーの育成育成育成育成    

○○○○    実践的実践的実践的実践的なプなプなプなプロロロロジェジェジェジェクトクトクトクト研修研修研修研修ややややＩＣＩＣＩＣＩＣＴＴＴＴ研修研修研修研修のののの実施実施実施実施    

○○○○    児童生徒理解児童生徒理解児童生徒理解児童生徒理解にににに関関関関するするするする研修研修研修研修のののの充実充実充実充実    

○○○○    各各各各学校学校学校学校のののの教育課題教育課題教育課題教育課題をををを踏踏踏踏ままままええええたたたた校内校内校内校内研修研修研修研修のののの充実充実充実充実    

○○○○    優優優優れれれれたたたた取取取取組組組組やややや実践実践実践実践をををを行行行行ったったったった教教教教職員職員職員職員のののの表彰表彰表彰表彰とそのとそのとそのとその取取取取組組組組のののの周周周周知知知知・・・・啓啓啓啓発発発発    

            

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■教教教教科科科科指指指指導導導導にににに優優優優れれれれ、、、、専門専門専門専門性性性性をををを備備備備ええええたたたた地域地域地域地域ののののミミミミドルリーダーをドルリーダーをドルリーダーをドルリーダーを広広広広域的域的域的域的なななな観観観観点点点点からからからから育成育成育成育成しましましましま

すすすす。。。。    
    
■■■■教教教教員員員員ののののＩＣＩＣＩＣＩＣＴＴＴＴ活用能力活用能力活用能力活用能力をををを、、、、ままままずずずずはははは全国全国全国全国水水水水準準準準をををを目目目目指指指指してしてしてして高高高高めていきますめていきますめていきますめていきます。。。。    
    
■■■■学力向上学力向上学力向上学力向上やややや児童生徒理解児童生徒理解児童生徒理解児童生徒理解にににに対対対対するするするする研修研修研修研修をををを実践実践実践実践につなにつなにつなにつなげげげげていきますていきますていきますていきます。。。。    
    
■■■■意欲的意欲的意欲的意欲的でででで優優優優れれれれたたたた取取取取組組組組やややや実践実践実践実践をををを行行行行ったったったった教教教教職員職員職員職員をををを積極積極積極積極的的的的にににに表彰表彰表彰表彰しますしますしますします。。。。 

指導力指導力指導力指導力のののの育成育成育成育成とととと表彰表彰表彰表彰    

 



       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

学校は、子どもたちと教職員の確かな成長を支える組織として、あるべき姿と現状の隔
たりを確認しながら、明確な目標や方針をもって、運営していくことが必要です。 

このため、教職員の意欲ややりがいを高め、学校全体としての意識や取組を共有化でき
るマネジメント力に富んだ校長等の管理職が必要です。そうした人材を育成するとともに、
ＰＤＣＡサイクルやＯＪＴ（※注１）が日常的に実践される学校づくりを進めます。また、
このような学校づくりを支える組織的な学校事務の取り組みを推進します。さらに、これ
らを通じて、業務の効率化･精選や、教職員の多忙感の解消にもつなげます。 

○○○○    「「「「学校学校学校学校評価評価評価評価」、「」、「」、「」、「学校学校学校学校改善改善改善改善プランプランプランプラン」」」」等等等等をををを活用活用活用活用したシステムのしたシステムのしたシステムのしたシステムの構築構築構築構築    

○○○○    組織的組織的組織的組織的なななな生徒指生徒指生徒指生徒指導導導導体体体体制制制制のののの確立確立確立確立とととと進進進進路路路路指指指指導導導導のののの充実充実充実充実    

○○○○    県県県県版版版版学力調査学力調査学力調査学力調査、、、、体力調査体力調査体力調査体力調査のののの実施実施実施実施によるによるによるによる児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの実態把握実態把握実態把握実態把握、、、、取取取取組組組組のののの改善改善改善改善    

○○○○    「「「「新新新新しいしいしいしい職職職職」」」」をををを含含含含めためためためた管管管管理理理理職研修職研修職研修職研修のののの再構築再構築再構築再構築    

○○○○    教教教教職員職員職員職員のののの育成育成育成育成とととと学校学校学校学校のののの組織的組織的組織的組織的なななな運営運営運営運営のためののためののためののための育成型人事育成型人事育成型人事育成型人事評価評価評価評価制度制度制度制度等等等等のののの改善改善改善改善（（（（再掲再掲再掲再掲））））    

○○○○    組織的組織的組織的組織的なななな学校事学校事学校事学校事務務務務のののの推進推進推進推進    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■教育課題教育課題教育課題教育課題のののの解決解決解決解決やややや先導先導先導先導的的的的なななな取取取取組組組組をををを進進進進めるためにめるためにめるためにめるために、、、、組織的組織的組織的組織的なななな取取取取組組組組をををを強化強化強化強化しししし、、、、学校教育学校教育学校教育学校教育のののの

質質質質をををを向上向上向上向上させますさせますさせますさせます。。。。    
    
■■■■学校組織学校組織学校組織学校組織におけるにおけるにおけるにおけるＰＰＰＰＤＣＤＣＤＣＤＣＡＡＡＡササササイイイイクルのクルのクルのクルの確立確立確立確立ととととＯＪＯＪＯＪＯＪＴＴＴＴのののの強化強化強化強化をををを図図図図るためるためるためるため、、、、組織組織組織組織ママママネネネネジメジメジメジメ

ントにントにントにントに重点重点重点重点をををを置置置置いたいたいたいた各種各種各種各種のののの研修研修研修研修をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。    
    
■■■■人事人事人事人事評価評価評価評価制度制度制度制度等等等等をををを活活活活用用用用しししし、、、、校校校校長長長長がががが学校経営学校経営学校経営学校経営ビジビジビジビジョンにョンにョンにョンに基基基基づきづきづきづき、、、、部部部部下下下下ととととベベベベクトルをクトルをクトルをクトルを共有共有共有共有

できるできるできるできる仕仕仕仕組組組組みづくりをみづくりをみづくりをみづくりを行行行行いますいますいますいます。。。。    
    
■■■■ＰＰＰＰＤＣＤＣＤＣＤＣＡＡＡＡササササイイイイクルやクルやクルやクルやＯＪＯＪＯＪＯＪＴＴＴＴがががが日日日日常常常常的的的的にににに実践実践実践実践さささされれれれるるるる学校学校学校学校づくりやづくりやづくりやづくりや組織的組織的組織的組織的なななな学校事学校事学校事学校事務務務務をををを

進進進進めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに業業業業務務務務のののの効率効率効率効率化化化化・・・・精精精精選選選選をををを図図図図りりりり、、、、教教教教職員職員職員職員のののの多忙多忙多忙多忙感感感感をををを解消解消解消解消しますしますしますします。。。。    
    
■■■■学校学校学校学校評価評価評価評価などをなどをなどをなどを通通通通してしてしてして、、、、自自自自律律律律的的的的なななな学校運営学校運営学校運営学校運営のののの改善改善改善改善とととと地域地域地域地域にににに信頼信頼信頼信頼さささされれれれるるるる学校学校学校学校づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進

めますめますめますめます。。。。そのそのそのその際際際際、、、、校校校校長長長長会等会等会等会等におけるにおけるにおけるにおける取取取取組組組組をををを支援支援支援支援しますしますしますします。。。。 



       

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の振興のためには、学びの拠点である教育機関の施設･内容の充実が必要です。 
また、これからの時代にふさわしい教育活動を実施するため、パソコンや電子黒板など

ＩＣＴ（※注２）環境の整備も極めて重要です。 
すべての県民が質の高い教育環境の中で学ぶことができるよう、保育所、幼稚園から大

学までの教育施設、図書館や博物館などの社会教育施設や設備の充実を図ります。 
また、地域の実態に応じた教育を推進するため、その先頭に立つべき教育委員会の政策

立案能力や学校等の教育実践力など教育機関の実行力を高めていきます。 
さらに、進学や転校などにより、支援の必要な子どもへの対応が行政の隙間に埋もれる

ことがあってはなりません。県教育委員会と市町村教育委員会等との連携、協働体制（ネ
ットワーク化）の強化を図っていきます。 

○○○○    特色特色特色特色のあるのあるのあるのある学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり等等等等をををを進進進進めるめるめるめる県立高等学校県立高等学校県立高等学校県立高等学校再編再編再編再編計画計画計画計画のののの策策策策定定定定・・・・実実実実行行行行    

○○○○    安安安安全全全全・・・・安安安安心心心心のためののためののためののための県内公立学校施県内公立学校施県内公立学校施県内公立学校施設設設設のののの耐震耐震耐震耐震化化化化のののの促進促進促進促進    

○○○○    統統統統合推進合推進合推進合推進加加加加配配配配のののの実施実施実施実施    

○○○○    ＩＣＩＣＩＣＩＣＴＴＴＴ環境環境環境環境のののの整備整備整備整備とととと情情情情報報報報教育教育教育教育政策政策政策政策のののの確立確立確立確立    

    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■地域地域地域地域のののの特色特色特色特色あるあるあるある学校学校学校学校づくりとづくりとづくりとづくりと生徒生徒生徒生徒数数数数のののの減少減少減少減少をををを踏踏踏踏ままままええええたたたた規模規模規模規模やややや配置配置配置配置のののの適適適適正正正正化化化化をををを図図図図るるるる観観観観

点点点点とととと地域性地域性地域性地域性もももも配配配配慮慮慮慮したしたしたした観観観観点点点点からからからから、、、、県立高等学校県立高等学校県立高等学校県立高等学校のののの再編再編再編再編計画計画計画計画をををを進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■市市市市町村町村町村町村へへへへのののの経経経経費費費費のののの補助補助補助補助もももも行行行行いながらいながらいながらいながら、、、、保育保育保育保育所所所所・・・・学校施学校施学校施学校施設設設設のののの耐震診断耐震診断耐震診断耐震診断とととと耐震耐震耐震耐震化化化化をををを早急早急早急早急にににに

進進進進めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■教育教育教育教育効効効効果果果果のののの観観観観点点点点からからからから、、、、市町村市町村市町村市町村のののの学校学校学校学校再編再編再編再編をををを支援支援支援支援しますしますしますします。。。。    
    
■■■■市町村市町村市町村市町村におけるにおけるにおけるにおける情情情情報報報報機機機機器器器器のののの整備整備整備整備をををを促進促進促進促進しますしますしますします。。。。 

学校教育施設学校教育施設学校教育施設学校教育施設・・・・設備設備設備設備のののの整備整備整備整備    

 



       

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○    地域地域地域地域のののの教育課題解決教育課題解決教育課題解決教育課題解決とととと市町村教市町村教市町村教市町村教委委委委のののの施施施施策策策策ママママネネネネジメジメジメジメントントントント力力力力のののの向上向上向上向上    

○○○○    県立図書館等県立図書館等県立図書館等県立図書館等のののの生涯学習機関生涯学習機関生涯学習機関生涯学習機関のののの充実充実充実充実    

○○○○    市町村教育市町村教育市町村教育市町村教育委員委員委員委員会会会会のののの広広広広域的域的域的域的なななな取取取取組組組組へへへへのののの支援支援支援支援    

○○○○    目目目目指指指指せせせせ！！！！教育教育教育教育先先先先進県進県進県進県研究研究研究研究事業事業事業事業    

○○○○    教育教育教育教育セセセセンターのンターのンターのンターの機能強化機能強化機能強化機能強化    

    

取組取組取組取組のののの方向方向方向方向    

主主主主 なななな 取取取取 組組組組    

■■■■県立図書館県立図書館県立図書館県立図書館のののの整備整備整備整備をををを早急早急早急早急にににに検討検討検討検討しししし、、、、そのそのそのその整備整備整備整備のののの着着着着手手手手にににに努努努努めますめますめますめます。。。。    
    
■■■■市町村教育市町村教育市町村教育市町村教育委員委員委員委員会事会事会事会事務局務局務局務局体体体体制制制制をををを強化強化強化強化するするするする広広広広域的域的域的域的なななな取取取取組組組組をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    
    
■■■■県教育県教育県教育県教育委員委員委員委員会会会会のののの機能機能機能機能をををを強化強化強化強化するためするためするためするため、、、、事事事事務局務局務局務局職員職員職員職員のののの研修研修研修研修体体体体制制制制をををを強化強化強化強化するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、教教教教

育育育育セセセセンンンンターのターのターのターの研究研究研究研究機能機能機能機能をををを強化強化強化強化しますしますしますします。。。。    
    
■■■■県立図書館県立図書館県立図書館県立図書館のののの整備整備整備整備やややや教育教育教育教育セセセセンターのンターのンターのンターの機能強化機能強化機能強化機能強化とととと併併併併せてせてせてせて、、、、生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習をををを推進推進推進推進するためのするためのするためのするための機機機機

能能能能やややや施施施施設設設設のののの在在在在りりりり方方方方もももも検討検討検討検討しますしますしますします。。。。    
    
■■■■生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習をををを推進推進推進推進するためにするためにするためにするために、、、、青少年青少年青少年青少年教育施教育施教育施教育施設設設設のののの機能機能機能機能のののの充実充実充実充実をををを図図図図りますりますりますります。。。。 

社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設・・・・設備設備設備設備のののの整備整備整備整備とととと教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの体制強化体制強化体制強化体制強化    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 21 年度から平成 24 年度までに、各基本方針に位置付けた

個別の事業・取組について、今後 4 年間の事業計画を作成（重

点プラン掲載事業は除く） 

  



 

 
   

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

発達段階に応じたキャリ
ア教育の推進 

【小中学校課・高等学校課】 
― ― 

   

― 

 
 
 
 

道徳教育実践研究事業 
【小中学校課】 

 

 
推進校において、道徳の時間の指導方法や心

のノートの効果的な活用について実践研究を

行い、その研究成果を県内に普及することによ

り、小・中学校における道徳の時間を要とした

道徳教育の推進を図る。 

 
◆文部科学省指定校事業終了（H22） 

◆道徳の時間の家庭・地域への授業公開率

が上昇するなど道徳教育が充実してき

ている。 

 

【授業公開率（道徳教育に関する調査）】 

（Ｈ20）小 64.8％ 中 34.7％ 

（Ｈ22）小 98.7％ 中 94.8％ 

  
 
指定校の研究成果や道徳教育

推進教師等の研究・研修成果を

普及することによる道徳教育の

充実 

 
豊かな体験活動推進事業 

【小中学校課】 
 

 
児童生徒の豊かな心の育成に向けて、体験活

動を推進するために、農山漁村での長期宿泊体

験や自然体験活動等のプログラムについて調

査研究を実施する。 

 
【平成 22 年度体験活動実施人数等調査】 

・自然に親しむ体験活動を行った学校の割

合（小学校） 97.3％ 

・自然に親しむ体験活動を行った小学 5 年

児童の割合  91.6％ 

 

 

 
農山漁村ふるさと体験推進校

での取組の成果の普及・啓発 

 
 

道徳の時間や総合的な学
習の時間において環境保全
に貢献する態度を養う環境
学習の取組強化 

【小中学校課】 

 

児童生徒の自然を愛する心情や環境の保全

に貢献する態度を養うための学習活動を、各学

校の教育計画に位置づけることにより、各学校

の環境学習の充実を図る。 

 

◆小・中学校に道徳教育副読本や心のノー

トを整備（H22） 

◆郷土資料（ふるさとの志）を作成し、小・

中学校に配付（H23） 

◆すべての公立小・中学校において、道徳

の年間指導計画の中に自然を大切にす

る心の育成に関する項目が位置付けら

れている。 

 

 

 

小中学校の道徳教材や総合的

な学習の時間における環境保全

に関する内容の充実 

 幼少期における感動体験
モデル事業 

【生涯学習課】 

 

幼少期（10 歳ごろまで）における、親子で

様々な感動体験（自然･文化・社会体験）がで

きるような環境づくりを推進し、次代を担う子

どもたちの育成を図る。 

 
平成 22 年度で森林環境基金を活用した

事業が終了したため組替 

 

・体験活動参加者数（親子で） 

  H21：312 人 

  H22：894 人 

・H22 体験活動実施回数：32 回 

※参加者アンケートでは、90％以上が「ま

た参加したい」「楽しかった」と回答 

 

 

 

親子で感動を共有できる体験

活動への理解促進、継続的に体

験活動に参加する親子の増加 

 

◇５年間で延べ 1,000 組の親

子が参加 

 温かい学級づくり応援事
業 

 【人権教育課】 
― 

 
― 

 

 ― 

                                                                                            

・平成 22 年度で森林環境基金を活用しての事業終了 

・平成 23 年度より環境学習推進事業（H23 新規事業）

に統合 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P54-57 参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P42-43 参照） 

道徳教育重点推進校事業に組替 

（重点プラン P64-65 参照） 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

環境学習推進事業に統合 

（本冊子 P24-25 参照） 



              

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
中学 1 年生を対象とした

仲間づくり 
【人権教育課】 

－ － 

  

－ 

 
 
 
発達段階に応じた人権教

育の推進 
【人権教育課】 

－ － 

  

－ 

 
 
 
 
 
環境学習推進事業 

【生涯学習課】 

 

平成 22 年度に開催した「全国生涯学習フォ

ーラム高知大会」における「環境フォーラム」

での提言を受け、NPO 等の団体や学校、青少

年団体が連携した自然体験活動や環境学習を

推進する。 

 

 

◆高知県では、幼少期の子どもたちの自然

体験の減少をはじめ、大人も含めた自然

離れが進んでいる。 

 

◆NPO 等様々な団体が独自に自然体験活

動や環境学習、人材育成に取り組んでい

るが、学校や社会教育施設等における環

境学習と連携した取組に至っていない。 

 
 

◆指導者の養成 

 

 

 

 

◆関連する研修会、フ

ォーラム等の開催 

    
 

◆養成した人材を活用し、県内

の自然体験活動や環境学習の

一層の推進を図る。 

 

◆幼少期における自然体験活動

に、多くの親が積極的に参加

できる環境を整備する。 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P64-65 参照） 

 
重点プランに位置付け実施 

※青少年教育施設振興事業 

※不登校・いじめ等対策小中連携事業 

 （重点プラン P72-73 参照） 

 

新規 (H23 年度) 



 
  

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

子どもの体力向上支援事業 
【スポーツ健康教育課】 

－ － 

   

－ 

スポーツ選手（トップアス
リート）「夢先生」派遣事業 

 【スポーツ健康教育課】 
－ － 

  

－ 

地域スポーツ人材の活用
実践支援事業 

【スポーツ健康教育課】 
－ － 

 

 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 学校給食普及充実事業 
  【スポーツ健康教育課】 
 
※産業振興食育推進事業、栄養教諭を

中核とした食育推進事業、生活習慣

改善指導事業を統合 

  

 

学校給食における地場産物の活用を推進す

るために、学校において地域生産者や流通関係

者、ボランティア団体等と連携し、ネットワー

クづくりを進めるとともに、食育・食農教育の

実践、調査研究を行う。 

 

（これまでの実績） 

◆ネットワーク会議の開催 

  県：2 回、地域：32 市町村、１広域行政事

務組合、290 回 

 

◆「地場産物学習教材の作成」 

 小学生対象に地場産物や郷土料理につい

て楽しく学習できる副読本を作成し、全小学

校に配付 

 

 

◆地場産物の活用に向けた各地域・学校で

の取組を県全体に広めることや、組織整

備等についての方策を検討する必要が

ある。 

 

・「地場産物を活用した学校給食用レシピ

集」の活用率は約 8 割となっている。 

  

◆ネットワーク会

議の開催 

 

 

 

 

 

 

◇地場産品活用割合 

・4５% 

 

◇米飯給食の実施

率の向上 
・週平均 4.３回 

   

 

 

◆学校給食実施率を向上さ

せる。 

 

◆学校給食の地産地消日本

一を目指す。 

・地場産品活用割合 45％ 

 

◆米飯給食実施率を向上さ

せる。 

・週平均 4.5 回 

 
偏食・朝食欠食など、子どもの食生活の乱れ

や肥満傾向の増加などの健康問題に対応する

ため、栄養教諭が中心となり、学校が家庭・地

域と連携し、子どもの健康の保持増進、食育の

充実を図る。 

 

（これまでの実績） 

◆H22 年度：食育・学校給食連絡会、学校給

食衛生管理・食育研修会での実践発表や、食

育講演会を開催し、多職種 111 名が参加 

 
◆食に関する指導について、「食に関する

指導の全体計画」に基づいた活動の充実

を図る必要がある。 
 

◆「食に関する指導の全体計画」の作成率

は 100％となった。 

・食に関する指導の全体計画作成率 

H22      H23 （%） 

67.4  →  100 
 

◆「食に関する指導の年間指導計画」の作

成率(H22：51.8%)を向上させる必要が

ある。 

 

◆「食に関する指導の

全体計画」の活用促

進 
 
◆「食に関する指導の

年間指導計画」の作

成促進 

   

 

 
各学校における「食に関す

る指導の年間指導計画」の作

成率を 100%にする。 

 

◆「児童生徒の生活スタイルに関する調査」（食

生活、生活習慣や体調、運動やスポーツに関

すること）の実施 

 

◆生活習慣の改善目標を立て児童自身が実践

する「生活ふりかえり票」等による生活改善

指導を実施 

 

 

◆活用が2学期以降になっていたことや活

用についての情報提供があまりできてい

なかった。 
 

◆様式や特徴のある活用例をホームペー

ジに掲載して、年間を通じて各学校が活

用できるようにしていく必要がある。  

 

・朝食を必ず食べる児童生徒の割合 

       H2２  H2３（％） 

小学生  90.5  →  92.0 

中学生  80.7  →  82.8 

高校生  75.2  →  75.7 
 

・生活ふりかえり票の活用割合（％） 

H22      H23 

48.9  →  45.1 

 
◆「児童生徒の生活ス

タイルに関する調

査」の実施 

 

◆生活改善指導の実

施 

 

 

 

◇朝食を必ず食べ

る児童 生徒 の割

合を高める 

 

(小)9３% 

(中)8３ 

(高)7６ 

     
 
◆生活習慣、食に関する指導

を全小学校で実施する。 

 

◆朝食を必ず食べる児童生

徒の割合を高める。 
 

小学生 95％以上 

中学生 9０％以上   

高校生 85％以上 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P40-41 参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P58-59 参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P78-79 参照） 

拡充 (H24 年度) 



              

事業名称 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 

スクールヘルスリーダー
派遣の推進 

【スポーツ健康教育課】 
 

 

学校保健の推進を図るために、退職養護教諭

をスクールヘルスリーダーとして、経験の浅い

養護教諭配置校等に派遣し、指導助言を行う。 

 

・経験の浅い養護教諭配置校への派遣 

  H22        H23 

2 名 3 校（017 回）→3 名 3 校（45 回） 

・養護教諭未配置校への派遣 

H22        H23 

6 名 6 校（108 回）→3 名 4 校（64 回） 

保健指導（保健指導の進め方等）、保健管理

（健康観察、健康診断関係）、組織活動（児

童保健委員会等） 

 

各学校の実態と、経験の浅い養護教

諭の課題に合わせて、スクールヘルス

リーダーを確保し、できるだけ早期に

派遣を開始するなど、派遣学校の希望

に応えていく必要がある。 

  

◆スクールヘルス

リーダー 

・派遣校 7 校 

（128 回） 

     

スクールヘルスリーダー

の派遣回数を増加させる。 

◇160 回以上 

 
 
 
教育文化祭 

【小中学校課】 

 

本県の教育文化の向上を図るため、県内の幼

児、児童生徒及び教職員の教育文化活動を広く

県民に周知・公開し、その成果をたたえる。 

 

高知県芸術祭協賛行事としても広く県

民に周知・公開できている。 

 

（H23 実績） 

・行事数：22 

・参加者数：約 20 万人 

 

◆行事の内容の充実 

 

 

     

県民を巻き込んでの参加者数の

拡大 

◇参加者総数約 21 万人 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

図書館ネットワーク事業 
【生涯学習課】 

 

県内図書館間の連携を推進し、県民の読書

環境の充実を図るために、市町村支援用の図

書資料を含めた県立図書館の図書資料を充実

させるとともに、それらが効果的に活用でき

るよう、資料の相互貸借の促進や市町村のコ

ンピュータ・システム導入を支援する。 

 

 

◆県立図書館が契約している図書目録情

報(MARC)を市町村立図書館も無料で

ダウンロードできるようにした。 

・利用市町村数：７ 

 

◆新図書館計画に伴い市町村支援として、

資料の充実と提供の迅速化を図ること

とした。 

①平成 23 年度の物流発送回数は週に２回 

②県内全体での相互貸借数 

 39,351 件（H20：16,014 件） 

     
 

◆平成 26 年度末に稼働を予定

する次期コンピュータ・シス

テムに向けて、市町村立図書

館への支援として、相互貸借

を促進する機能（相互貸借依

頼・受諾機能等）を備える。 
 

◆より多くの資料利用を促進で

きるよう、新図書館開館時に

は、開館日毎日発送すること

により、県内図書館のネット

ワークづくりを推進する。   

 
 
 
 
 学校と公立図書館等の連
携強化 

 【生涯学習課】 

 

◆公立図書館と学校との物流システムやイベ

ント等を通した連携を促進するとともに、高

校生や学校図書館担当職員等による交流活

動ができるよう支援していく。 

 

◆公立図書館のない町村及び読書環境の厳し

い地域に子どもの読書活動支援員などを配

置する。 

 

平成 21 年度より「子どもの読書活動推

進総合事業」を実施することとなったた

め、その１つの内容として学校と公立図書

館等の連携を位置付けたため組替となっ

た。 
 

＜公立図書館との連携交流をしている割合＞ 

（小学校） 

  H17：55.3% → H22：77.3％ 

（中学校） 

  H17：30.5% → H22：42.6％ 

  
 

県内すべての小中学校で 1 年

に 1 回以上、公立図書館と連携

した読書活動を実施する。 

 若者の学び直しと自立支
援事業 

 【生涯学習課】 
― ― 

 

 － 

  
 
 
 

公民館等を活用した地域
の学び場づくり 

【生涯学習課】 
 

 

地域住民の学習ニーズや地域課題に対応す

るため、特色ある公民館活動を支援する。 

 

各種研修を推進するとともに、公民館の

振興策については、平成 24 年の夏より高

知県社会教育委員会で協議することとし

ている。 

 

＜公民館関係研修＞ 

・ブロック別研修会（県内５地区） 

・高知県公民館研究大会 

・中国四国地区公民館研究集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公民館関係研修の実

施 

   

 

 

地域住民の主体的な学び場の

整備を行う。 

 生涯学習フォーラム 
  【生涯学習課】 

 

 

 「全国生涯学習フォーラム」等を契機として、 

教育の日を制定するなど、県民の学習活動への 

参加の機運を高め、その成果を地域社会に還元 

する仕組みづくりを進める。 

 

開催日程 平成 22 年 11月 20 日～22 日 

①総合開会式 

②情報発信市・体験ひろば及び地産外商・食育展 

③文化・芸術ライブステージ 

④閉会式 

⑤テーマ別フォーラム 

 

 

＜大会参加者数＞ 

 総合開会式等     24,781人 

 参加事業（団体）    7,236人 

 市町村主催事業等   342,938人 

 

＜参加者アンケート＞ 

・満足、ある程度満足・・・・88.8% 

・生涯学習に関心を持った・・91.6% 

・今後活動に参加したい・・・94.8％ 

 

 

 

生涯にわたり学び続ける教育

的風土づくりを進める。 

                                                                                            

民間の図書館検索サイト「カーリル」による横断検索システムを活用する

とともに、公立図書館と大学図書館等との相互協力を進める。 

市町村立図書館のコンピューター導入の支援を行い、県内全体で相互貸借

により利用できる資料を増やす。 

図書館情報システムについては、

教育振興基本計画「新図書館等の

整備」に統合（振興計画Ｐ７９） 

 
＜組換、統合先事業＞ 

・閉会式における教育宣言 ⇒ 教育の日推進事業に統合（重点プラン P80） 

・テーマ別フォーラムの提言 

 ①環 境 学 習フォーラム ⇒ 環境学習推進事業（H2３新規事業）に統合 

 ②地 域再生フォーラム ⇒ 21 ハイスクールプラン推進事業に統合 

 ③地域コミュニティフォーラム ⇒ 学校支援地域本部事業に統合（重点プラン P76） 

  ④人材育成・キャリア教育フォーラム ⇒  高等学校生徒パワーアップ事業 に統合（重点プラン P56） 

H24 夏 H26 夏 

平成 24 年夏より２年間協議を行う高知県社

会教育委員会において、公民館をはじめとする

社会教育の振興策を検討する。 

平成 2１年度より実施している「子どもの読書活動

総合推進事業」に統合 

（重点プラン Ｐ７０参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P76-77 参照） 

 



              

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
総合型地域スポーツクラ

ブの育成 
【スポーツ健康教育課】 

 

地域のスポーツ環境の充実のため、地域住

民がスポーツ活動を行う機会の拠点となる総

合型地域スポーツクラブを、各市町村に少なく

とも一つは育成し、定着させるよう、広域スポ

ーツセンター巡回指導等を中心に支援を行う。 

 

・23 市町村 31 のクラブが設立、現在 1 町 1

クラブが設立準備中。 

（市町村育成率 70.6％） 
 

・会員総数 

Ｈ22：6,492 名 → Ｈ23：8,327 名 

 

総合型地域スポーツクラブが設立され

た地域では、クラブが地域のコミュニティ

としての機能を果たしており、住民のスポ

ーツ活動への参加機会の向上に繋がった。 

一方、人口規模や高齢化、過疎化等の影

響からクラブ設立の条件が整わない地域

もあり、それぞれの実態に応じた支援が必

要である。 

 
  

◆地域の実態やクラブ

の実情に即した支

援 
 

・職員による巡回指導 

設立クラブ 32 

・会員総数 9,000 名

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域の実態に応じた総合型

地域スポーツクラブの設立数

及び会員総数を増加させる。 

 

◇設立クラブ 34 以上 

◇会員総数 10,000 名以上 

 

【検証方法】 

◆総合型地域スポーツクラブに

関する実態調査（文部科学省） 

 
 
 
 
 
地域の核となる人材の育成  

【生涯学習課】 

 

社会教育関係団体の活性化を図るために、青

年団や婦人会と NPO 団体等との新たなネット

ワーク化等を推進する。 

 

＜H24 社会教育振興事業費補助金＞ 

 高知県連合婦人会    460 千円 

高知県青年団協議会   520 千円 

 

地域の婦人会や青年団等への加入者が

減少傾向にある。 

 

◆団体の活動を県民に

啓発できる場面の情

報提供 

 

◆活動の活性化に向け

ての支援 

    
 

地域の核となる社会教育関係

団体の活性化を進める。 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

市町村子ども読書活動推
進計画の策定 

【生涯学習課】 
－ － 

   

― 

 
 
 
 
 市町村読書応援隊の組織化  

 【生涯学習課】 

 
市町村ごとに読書応援隊を組織化し、地域の

ボランティアを効果的に活用することにより、

子どもの読書環境を充実させる。 

 
平成２１年度より「子どもの読書活動推

進総合事業」を実施することとし、その１

つの内容として読書ボランティアの養成

を位置付けたため組替となった。 

 

H24.3 現在 読書ボランティア調査実施 

 ・全市町村で活動 

 ・ボランティア数：1,954 人 

     （H20：1,444 人） 

  
 
市町村で読書活動推進計画を

策定するとともに、読書応援隊

を組織化することにより、学校

での読書ボランティアの活用率

及び家庭での読書時間を全国平

均以上にする。 

 特色ある高等学校づくり
（21 ハイスクールプラン推
進事業） 

 【高等学校課】 

 
学校長が、学校経営ビジョン等に基づき学

校の特色化・活性化を図るために提案する事業

の支援を行う。 

 
各県立高校では、生徒一人ひとりの個性

や学校・地域の特性を生かした自主的な取

組を行っているが、少子化などの影響から

生徒数の減少が進んでおり、学校側から積

極的に学校を活性化する取組を打ち出し

ていく必要がある。 

 

◆２１ハイスクールプ

ラン事業の継続 

     

◆生徒の個性や学校・地域の特

性を生かした自主的、創造的

な取組の実現 

 

◆生徒や保護者の満足度を高

め、地域から信頼される学校

づくりの実現 

 
 
 
 高知海洋高校の充実 

  【高等学校課】 

 
水産高校の活性化を図るために、進路保障 

の取組を強化するとともに、土佐海援丸の新た

な利用計画を策定する。 

 
◆平成 23 年度専攻科の卒業生の 3 級海技

士の取得率は、70％であり、全員の免状

取得ができていない。 

◆平成 23 年度本科卒業生の進学・就職率

は 65.7％で、進路保障が課題である。 

◆平成 23 年度に新しい土佐海援丸が建造

されたことから、新船をさらに有効活用

していく必要がある。 

 

 
◆補習体制や体験学習

の実施 

 

◆キャリア教育の充実 

 

◆土佐海援丸の運航計

画の改善 

    
 
◆3 級海技士の取得率を増加さ

せる。 

・専攻科卒業生 100％取得 
 

◆将来の海洋産業の担い手を育

成する。 

・就職・進学率 100％ 
 

◆実習船の有効利用を進める。 

 理科支援員等配置事業 
  【小中学校課】 

 
 小学校理科の授業の充実を図るために、外部

人材を理科支援員として活用することにより、

小学校 5・6 年生の理科の授業における観察・

実験活動の充実及び教員の資質向上を図る。 

 

    

 
 

平成 24 年度で科学技術振興機構の支援

が終了する予定である。 

 

（支援員配置の状況） 

H21  H22    H23 

配置校：09 校→24 校→14 校 

支援員：30 人→19 人→19 人 

  

 

 
理科支援員配置校を増やし、

理科の授業の質の向上を図る。 

 

（H25 末までに） 

・理科支援員を小学校 35 校に

配置 

  
 
 

栄養教諭を中心とした食
育推進事業 

【スポーツ健康教育課】 

― ― 

 

 － 

                                                                                            

平成 2１年度より実施している「子どもの読書活動

総合推進事業」に統合 

（重点プラン Ｐ70-71 参照） 

 

理科教育推進プロジェクト事業に統合 

（重点プラン P30-31 参照） 

学校給食普及充実事業に統合 

（本冊子 P26-27 参照） 

平成 2１年度より実施している「子どもの読書活動

総合推進事業」に統合 

（重点プラン Ｐ70-71 参照） 

 

（再掲） 



 

 

   

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 

多子世帯保育料の軽減 
【幼保支援課】 

 

子どもを生み育てやすい環境を整備するた

め、３人以上の子どもがいる家庭に対し、経済

的負担の軽減を図るため、第３子以降３歳未満

児の保育料を無料化（軽減）の助成を行う。 

 

・平成 23 年度の状況 

33 市町村が保育料を無料（無償）化 

 

平成 23 年度には、高知市を除く 33 市

町村（無償化の町村含む）において多子世

帯の保育料の軽減が行われている。 

なお、高知市は、平成 24 年度から第 3

子の保育料軽減ではなく、同時入所の第 2

子の保育料軽減の拡大（1／2→1／3）を

行っている。 

 

 
 

◆多子世帯への保育料

無料化（軽減）への

助成 

    
 

全ての市町村で、多子世帯の

保育料負担軽減が行われる。 

 
 
 

高等学校等奨学金 
【高等学校課】 

 

教育の機会均等を図るため、高等学校等への

進学、修学を経済的に支援する。 

 

◆H23 貸与者数及び金額   1,461 名 

               400,907 千円 

 

◆社会情勢の悪化等により、定職に就けな

かったり、就職しても続かないなど資力

の乏しい奨学生が、奨学金の返還を滞納

するケースが増えている。 

◆貸付の原資となっている日本学生支援

機構からの交付金の終期（最短で H26

年度）以降の財源を確保する必要がある。 

 

◆返還時に一定の収入

が得られるように

なるまで、申請によ

り返還の猶予がで

きる所得連動型返

還猶予制度を導入 

    
 

◆経済的理由等で高等学校等へ

の進学を断念することのない

よう、生徒の進学及び修学へ

の支援を行う。 

 

◆奨学金制度の維持を図る。 

放課後学習支援員配置事
業 

【小中学校課】 

 

 放課後の時間帯を中心に、生徒の学力の実態

に応じた支援を行うために、放課後学習支援員

を配置する。 

 

高知市の中学生の学習習慣が大きく改

善したことで、県全体の向上につながっ

た。 

 

｢授業以外に学習を全くしない生徒｣ 

（H20）   （H23） 

県 10.7% → 県 5.3％ 

市 15.8％ → 市 4.6％ 

「家で宿題をしない生徒」 

（H20）   （H23） 

   県 9.4％ → 県 8.1％ 

 

 

 

授業以外に全く勉強しない生

徒（全国 7.7%）や家で宿題を

しない生徒（全国５.7%）を全

国並みに減少させる。 

 

※（ ）数値は H20 全国平均 

 
 
 
基本的生活習慣定着への

理解・促進（「早ね 早おき 朝
ごはん」運動の状況） 

【生涯学習課】 

 

子どもの生活リズム向上推進事業として小

中学校ＰＴＡと協働して家庭学習や読書時間

の確保、家庭内でのルールづくりに取り組む。 

 

「早ね早おき朝ごはん」運動は今後も継

続的に取組む必要はあるものの、県の事業

としては平成２０年度より３年間実施し

ているため、「PTA・教育行政研修会」と

一体となって行うこととした。 
 

＜朝食摂取率＞ 

（小学校） 

  H21：88.2% → H23：87.9% 

（中学校） 

  H21：80.0% → H23：79.7% 

 

 

 

基本的生活習慣の確立と生活

リズムの向上 
 

（Ｈ25） 

◇朝食摂取率 

 小学 95％以上 

 中学 90％以上 

 高校 85％以上 

◇就寝時間 11 時以降 

 小学 10％、中学 50％ 

◇睡眠時間６時間以下 

 小学 0％、中学 0％ 

  
 
 

学校 PTA による「こうち
家族強調月間」への取組 
（生活リズムチェックカー
ドの利用） 

【生涯学習課】 

 

子どもの生活リズム向上推進事業として小

中学校ＰＴＡと協働して家庭学習や読書時間

の確保、家庭内でのルールづくりに取り組む。 

 

 

 

ＰＴＡと協働して取り組むことにより、

徐々にではあるが「早ね早おき朝ごはん」

運動が定着しつつある。今後も継続的に取

組む必要はあるものの、県の事業としては

Ｈ２０より３年間実施しているため「ＰＴ

Ａ・教育行政研修会」と一体となって行う

こととした。 

 

＜生活リズムチェックカード提出者数＞ 

 Ｈ20：10,202 人 

 Ｈ21：21,906 人 

 Ｈ22：23,300 人 

  

 

 

基本的生活習慣の確立と生活

リズムの向上 
 

（Ｈ25） 

◇朝食摂取率 

 小学 95％以上 

 中学 90％以上 

 高校 85％以上 

◇就寝時間 11 時以降 

 小学 10％、中学 50％ 

◇睡眠時間６時間以下 

 小学 0％、中学 0％ 

                                                                                            

 
ＰＴＡ・教育行政研修会に統合 

（重点プラン P78ー79 参照） 

 
ＰＴＡ・教育行政研修会に統合 

（重点プラン P78ー79 参照） 

 

当初の目標を達成したため、事業終了 



              

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 
家庭学習推進事業 

【生涯学習課】 

 
児童生徒が家庭での学習習慣を身に付ける

ために、PTA 団体が家庭学習や読書時間の確

保、家庭内でのルールづくり等家庭学習の定着

について実践研究する。 

 

・中学校及び中学校区の PTA 又は複数の中学

校 PTA で組織する実行委員会 30 団体に委

託する。 

 

 

児童生徒が家庭での学習習慣を身に付

けるための取組は、今後も継続的に取り組

む必要はあるものの、県の事業としては平

成 20 年度より３年間実施しているため、

「PTA・教育行政研修会」と一体となって

行うこととした。 

  

 

 
 

学校・家庭・行政が地域の

PTA 活動に参加し子どもたち

の教育課題の解決に向けて、組

織的・具体的に行動する。 

 
PTA・教育行政研修会に統合 

（重点プラン P78-79 参照） 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

親育ち支援啓発事業 
【幼保支援課】 

－ － 

   

― 

 
 
 
 子育て支援アドバイザー
派遣事業 

【幼保支援課】 

 

よりよい親子関係の構築をめざして、保育

所・幼稚園等へ母子保健分野に精通した専門職

（助産師等）を派遣し、胎児期からの子育て相

談や講話などの親支援を行い、併せて子育て支

援担当者のスキルアップを図る。 

 

平成 19 年度 08 か所 16 回 

平成 20 年度 16 か所 23 回 

平成 21 年度 23 か所 28 回 

 

平成 22 年度 34 か所 38 回 

平成 23 年度 34 か所 41 回 

 

平成 2２年 4 月より、地域福祉部少子対

策課へ業務を移管 

  
 

（H25 年度末までに） 

子育て支援アドバイザーを全

市町村に派遣 

                                                                                            

 
業務移管 

（地域福祉部少子対策課） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P62-63 参照） 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

放課後子どもプラン推進事業 
【生涯学習課】 

－ － 

   

－ 

 
 学校支援地域本部事業 

  【生涯学習課】 
－ － 

  

－ 

 地域ぐるみの学校安全体
制整備推進事業 

 【学校安全対策課】 

 

スクールガード・リーダーの防犯の視点によ

る巡回指導と評価、学校安全ボランティアの養

成講習会の実施等、学校・家庭・地域が一体

となり学校や通学路における子どもの安全を

確保するための取組を行う市町村を支援す

る。 

（内容） 

 補助先(補助率)：市町村(国1/3、県1/3) 

 補助対象：ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ報償費､ｽｸｰﾙｶﾞｰ

ﾄﾞ養成講習会､学校安全活動に係

る経費 

・スクールガードリーダー 23 市 町 村  41 名 委 嘱(H23) 

・スクールガードリーダー連絡協議会 年１回 

 

◆学校安全ボランティア組織率 

H23 年度末：全小学校の 73.9％ 

 

◆国庫補助事業に変更となり、市町村負担

が生じたことから、リーダーの委嘱を取

りやめる市町村があり、人数が減少して

いる。 

 

◆また学校安全ボランティアを設置して

いても、学校により取組内容に差がある。 

 

◆ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞｰに

よる巡回指導と評

価、養成講習会等 

 

 

 

 

 

◆ スクールガード・リーダー

連絡協議会開催 
 
・情報共有・スキルア

ップ等 

   

 

 

平成 27 年度末までに学校安

全ボランティア組織率 100%

を目指す。 

 

  
防災教育推進事業 

【学校安全対策課】 

  

 

 

◆すべての公立学校において防災教育を

実施しているが、講師による講演や避難

訓練（事前事後指導を含む）が中心とな

っている。 

 

◆主体的に行動できる児童生徒を育成す

ること。 

 

◆地域と連携した避難訓練等の取組を推

進すること。 

 

◆教育課程への位置づけが明確になって

いないこと。  

 

    
 

 

 

 

①防災教育研修会 

学校の危機管理力、防災力を高めるため、正

しい知識や先進地の事例を伝える。 

・17年度から県内３か所（東部・中部・西部

）で開催（延べ2,223名受講） 

 

◆研修内容強化 

（学校悉皆研修） 

   

 

各学校に防災教育主任（教員）

を配置し、その中から     

「防災教育リーダー」を育成す

る。 

◇H27 年度末研修受講者教職

員延べ 1800 人 

 

 

②学校防災アドバイザー派遣

事業 

 

大学教授等の学校防災アドバイザーを各学

校に派遣し、学校における防災学習、防災マニ

ュアル、避難場所・避難経路等の点検や避難訓

練への指導等を行う。 

 

◆学校防災アドバイザ

ー派遣 

 

・沿岸部 50 校に派遣 

 

 
 
 

 

・全学校に派遣 

  

 

 

全ての学校で学校防災マニュ

アル及び避難計画等の見直しを

実施する。 

 

 

 

③実践的防災教育推進事業 

 

緊急地震速報等を活用した避難訓練や公開

授業等の先進的、実践的な防災教育を行い、そ

の取組内容を県内全域に発信する。 

 
◆実践的防災教育推進

事業の実施 

 
・6 地域で実施 

 

 

 

・13 地域で実施 

 

 
 
・8 地域で実施 

 

 
 
・7 地域で実施  

 

平成 27 年度末までに全市町

村に防災教育拠点校を位置づけ

る。 

 

 

 

④防災キャンプ推進事業 

 

 

地域と連携した防災キャンプを実施し、避難

生活を体験する。 

 
◆防災キャンプ推進事

業の実施 

 

・沿岸部 2 地域で 

 実施 

 

 
 
・山間部 2 地域で 

 実施 

  

 
・学校の実情に応じた

体験学習の実施 

  

 
学校、地域の実状に応じた体

験学習の実施 

                                                                                            

各学校における 

防災教育主任の明確化 

防災教育主任の中から 

「防災教育リーダー」を育成 

沿岸地域全て実施 

危機管理部と連携 

学校安全ボランティアの組織率の向上 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P76-77 参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P76-77 参照） 

 

新規 (H24 年度) 

新規 (H24 年度) 

新規 (H24 年度) 

拡充 



 

 
    

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 

行政窓口の一本化の推奨 
【幼保支援課】 

 

就学前の子どもを一体的に捉え、幼児教育の

充実を図るため、保育所と幼稚園の市町村の行

政窓口を教育委員会に一本化するよう推奨す

る。 

 

◇平成 24 年 3 月末現在  

18 市町村（52.9％） 

 

保育所・幼稚園の行政窓口を教育委員会

へ一本化した市町村においては、以下のよ

うに、教育的観点から保幼小中を見通した

系統的な取組が行えるようになってきて

おり、今後も窓口の一本化を推奨すること

が必要である。 
 

・教育的観点からの施策や研修が行われる

ようになった。 
 

・所長、園長、学校長による会議が定期的

に行われるなど、連携が進んでいる。 

 

  

◆行政窓口一本化の推

進 

・平成 24 年 4 月現在 

行政窓口一本化 

19 市町村【55.9％】  

    
 

窓口を一本化した市町村を

25 市町村（73.5％）とする。 

 
 
 
 
 

新保育所保育指針・幼稚園
教育要領説明会 

【幼保支援課】 

 

平成 21 年 4 月から施行される「保育所保

育指針」・「幼稚園教育要領」の改定内容につい

ての趣旨の周知を図る。 

 

 

◆実施状況 

・保育所 

平成 20 年度参加者：1,504 人 

平成 21 年度参加者：1.998 人 

※全保育士に対する参加率 81.4％ 

・幼稚園 

平成 20 年度参加者 285 人 

平成 21 年度参加者 064 人 

※全教諭に対する参加率 89.5％ 

 

2 年間にわたり説明会を開催し、改訂内

容について周知することができた。その後

は、園内研修等において、指針・要領に基

づいた保育、教育の実践への支援を行って

いる。 

  
 

（H20～21 年度） 

職員の理解促進のための説明

会参加率 100% 

 
 
保育実践スキルアップ推

進事業 
【幼保支援課】 

 

 

保育所・幼稚園の実態に応じた研究テーマを

設定し、2 年間研究を進め、公開保育・研究協

議を通して、保育実践の向上を図る。 

事業期間：19 年度～平成２４年度 

研究実施園：１０園 

 

 

実施園での研究成果を公開保育や研究

協議を通して、その成果を普及させること

により保育の質の向上を図ってきた。 

平成 25 年度からは、県内 13 ブロック

において実施している「ブロック別研修

会」での公開保育や園内研修の中に組み入

れて実施する。 

 

 

 

（平成２５年度末までに） 

モデルとなる保育を公開する

施設数１０園 

 
園内研修支援事業 

【幼保支援課】 
－ － 

 

 － 

 
 
 
 
認定こども園推進事業 

 【幼保支援課】 

 

保護者の就労の有無にかかわらず子どもを

受け入れることができる認定こども園への移

行を促進するため、国の助成要件を満たさない

施設への人件費及び施設整備費等に助成を行

う。 

 

平成 24 年３月末現在 

認定こども園数：１７園 

 

◆平成 25 年度の目標であった 20 園に対

して、平成 23 年度現在、17 園となっ

ている。 
 

◆国の助成は拡充されたものの、すべての

認定こども園が対象となっていないこ

とから、引き続き県による助成が必要で

ある。 
 

◆認定こども園が総合こども園（仮称）に

移行する子ども・子育て新システム関連

法案が国会で審議されており、今後の動

向を注視しながら事業の進め方を検討

していくことが必要である。 

 

◆認定に向けた支援の

実施 

・人件費、施設整備へ

の助成や指導計画策

定などの技術的支援

の実施 

 

・平成 24 年 4 月現在 

認定件数 17 件 

 

   

 

 

認定件数を 23 件とする。 

                                                                                            

 

当初の目標を達成したため、事業終了 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P36-37 参照） 

 
園内研修支援事業に統合 

（重点プラン P36-37 参照） 



 
   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

学校改善プラン実践事業 
【小中学校課】 

－ － 

 
  

－ 

  
算数・数学学力定着事業 
（単元テスト・学習シート） 

【小中学校課】 

－ － 

  

－ 

中学校学力向上対策非常
勤講師配置事業 

【小中学校課】 

 

事業対象校において、教員の業務負担を軽減

し、教員が子どもと向き合う時間を拡充するた

めに、退職教員や経験豊かな社会人等を非常勤

講師として配置し、授業での個別支援、放課後

の補充学習及び宿題の点検・学習支援等を行

う。 

 

（H21→H22→H23） 

派遣校：56 校→60 校→64 校 

 

◆配置校において、教員が教材研究や生徒

指導に向き合える時間が拡充した。 

 

◆平成 21 年度より非常勤講師を派遣し、

中学校の全国学力・学習状況調査では、

H19 年度からの伸び幅が数学、国語とも

に全国 1 位であり、学力向上において一

定の成果が表れつつある。 

     

 

 

 

 

◆非常勤講師配置校において、

教員が子どもと向き合う時間

を拡充させる。 

 

◆全国学力・学習状況調査にお

ける家庭学習に関する項目を

全国水準にする。 

 
 
教育のまちづくりプラン

推進事業 
【小中学校課】 

 

 県全体の学力向上のために、全国学力・学習

状況調査結果から見られる課題解決の先導的

な実践例を、改善モデルとして県内に普及す

る。 

 

指定地域（南国市）における小中連携し

た学力向上のモデル的な取組を、他の市町

村へ普及したことが、県全体の学力の向上

につながった。 

 

※平成 22 年度で文部科学省指定事業終

了。 

 

 

 

学力向上のモデル的な取組を

県内に普及する。 

 
 
 
指導改善加配 

【小中学校課】 

 

 各学校における学力向上のための PDCA サ

イクルの確立に向け、組織的に授業改善に取り

組む体制をつくるために、指導改善加配教員を

配置する。 

 
 

 

配置した指導改善加配教員を中核とし

て、学校全体で授業改善に取り組む組織体

制が整備されたことは、学力向上の PDCA

サイクルの確立を図るうえでも効果を与

えている。 

 

 

 

指導改善加配教員配置校にお

いて、学校全体で授業改善に取

り組む体制をつくる。 

教科指導エキスパート派
遣事業 

【小中学校課】 

 

学力向上に意欲的に取り組み、一層の学力向

上の効果が期待できる学校に、校長退職者や教

科指導力の高い退職教員を教科指導エキスパ

ートとして長期的に派遣し、学力向上のための

支援や助言を行う。 

 
 

◆派遣校においては、授業力の向上が図ら

れた（H22 授業力診断シート結果等）。 
 

◆県全体でみると、中学校における国語の

授業がよく分かる割合は向上している

が、数学には課題が残されている。 

 

 

 

 

（H23 年度末までに） 

教員の指導方法の工夫改善を

図る。 

 

◇中学校における国語・数学の

授業がよく分かる生徒の割合 

を全国平均以上とする。 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P26-27 参照） 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P30-31 参照） 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 
学校改善プラン実践支援事業に統合 

（重点プラン P26-27 参照） 



              

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
中学校学習習慣確立のた

めの緊急支援事業（高知市重
点支援） 

【小中学校課】 

 

高知市中学生の基礎学力の定着に向けて学

習習慣の確立を図るため、以下の取組を行う。 

 

・学習習慣確立のための教材（冊子・確認テス

ト）整備 

・各学校における実施体制確立のための非常勤

職員の配置 

・生徒の学習意欲向上のための学力向上補助員

の配置 

・小学校に放課後学習室を設置 

 

高知市の中学生の学習習慣が大きく改

善したことで、県全体の向上につながっ

た。 

 

・授業以外に学習を全くしない生徒の割合 

（H20）     （H23） 

県 10.7%  →  県 5.3％ 

市 15.8％  →  市 4.6％ 

・家で宿題をしない生徒の割合 

（H20）   （H23） 

 県 09.4％  → 県 8.1％ 

   
 

（H25 年度末までに） 

授業以外に全く勉強しない生

徒（全国 7.7%）や家で宿題を

しない生徒（全国５.7%）を全

国並みに減少させる。 

 

※目標数値は H20 全国平均を

基に設定 

 
 
目指せ！教育先進校応援

事業 
【小中学校課】 

 

県全体の教育レベルを引き上げるために、自

校の課題解決に主体的に取り組む内容を学校

改善プランや学校評価に明示し、実践する学校

や、教育課題に学校全体で取り組む学校をつく

る。 

 

平成 21～22 年度間に 32 校を指定し、地

域拠点となる 16 校を整備した。 

 

（取組の内訳） 

教育課程、道徳教育、学校図書館活動 

理科教育、外国語活動、 

コミュニティ・スクール など 

 

全ての指定校が県内外から視察される

までには至らなかったが、指定校における

研究とその普及・啓発により、市町村や各

管内の学校での意識の高まりが見られた。 

   

（H25 年度末までに） 

優良校 50 校、地域の拠点と

なる先進校を 15 校程度整備す

る。 

 
 
 中学校新教育課程拠点校
指定事業 

【小中学校課】 
－ － 

  

－ 

 
 
 
 
 
小学校外国語活動の充実

に向けた支援 
【小中学校課】 

 

外国語活動に対する児童の関心・意欲を向上

させるために、学習指導や評価の在り方につい

ての支援を行う。 

 

・指定校への支援 

・「小学校外国語活動モデルプラン」の普及 

 
 

指定校において、児童の外国語に対する

興味や関心が向上した。 
 

【H22 児童意識調査（年度当初→年度末）】

から 

（Ａ小学校の事例）  

・外国人が英語で話しかけてきたら、どう 

 すると思いますか。 

 「英語で受け答えをする」０％→27％ 

 「ジェスチャーを使って受け答えをす 

  る」45％→55％ 

 「その場から逃げる」27％→0％ 

・英語が使えるようになりたいか。 

  88％→95％  

   
 

県内全ての小学校における外

国語活動の円滑な導入 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 

平成 20 年度より外国語教育推進事業に統合 

（重点プラン P30-31 参照） 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P36-37 参照） 

 



 
   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

高校 4-Daan プロジェクト 
【高等学校課】 

－ － 

   

－ 

 
 

県立高等学校再編計画 
【高等学校課】 

 

高等学校における教育環境の整備と振興に

向けて、意見・情報を収集し、平成 15 年度に

策定した県立高等学校再編計画に続く新たな

再編振興計画を策定する。 

 

H22 年度 

・県立高等学校振興・再編に関するプロジェク

トチーム会を 5 回実施 

H23 年度 

・県立高等学校再編振興検討委員会及び作業部

会を各 3 回実施 

・県立高等学校の再編振興に向けて意見及び情

報を収集するための地域懇談会を県内 12 会

場で開催 

 

現在、平成 15 年度に策定された県立高

等学校再編計画の第3次実施計画が実施さ

れている。これまでの再編の結果を検証す

るとともに、再編振興検討委員会、作業部

会、地域懇談会、市町村及び学校訪問等を

通じて次期再編振興計画の策定に向けて

の意見、情報を収集している。 

 

◆4～9 月 

・県立高等学校再編振

興検討委員会、作業

部会の開催 

◆9 月末 

・県立高等学校再編振  

 興検討委員会の報告

書の提出 

◆10 月 

・報告書に基づく県内

説明会 

・県立高等学校再編振

興計画（案）の策定 

◆11～12 月 

・パブリックコメント 

◆3 月 

・県立高等学校再編振

興計画の策定 

 

◆県立高等学校再編振

興計画の周知 

 

◆県立高等学校再編振

興計画の実施 

  
 

◆検討委員会の報告書、その他

出された意見、情報等を基に

県立高等学校再編振興計画を

策定する。 

 

◆県立高等学校再編振興計画の

実施を通じて高等学校におけ

るよりよい教育環境の整備、

振興を図る。 

入学者選抜制度の見直し 
【高等学校課】 

 

これまで以上に生徒のキャリア発達を支援

できる入学者制度となるよう、平成 22 年度入

学者選抜から改正した公立高等学校入学者選

抜制度と通学区域の撤廃についての検証を行

い、制度の見直しを検討する。 

・県立高等学校教育問題検討委員会の開催 

 

現行の入学者選抜制度は平成 22 年度の

入学者選抜から平成 24 年度入学者選抜ま

で 3 回実施した。また、通学区域は東部、

高吾、幡多の３つの学区を平成 22 年度入

学者選抜から撤廃し、高知学区の学区外枠

を 10％から 15％、20％と順に拡大し、

平成 24 年度入学者選抜からは高知学区も

撤廃した。この 3 回の入学者選抜を実施す

る中で、学校関係者等から各選抜の定員割

合や選抜の実施時期などについて課題が

あげられている。 

 

◆入学者選抜制度の検

証（県立高等学校教

育問題検討委員会を

開催） 

 

◆検証結果の報告をう

けて新制度の検討 

 

◆制度を改正する場合

は新制度の周知 

 

◆入学者選抜の結果分析 

 

 

 

◇制度を改正する場合

は新制度の周知 

 

◇制度を改正する場合

は新制度の施行 

   
 

中学生で身に付けるべき基礎

学力の定着、学習習慣の確立 

  
 
 

通学区域の見直し 
 【高等学校課】 

 

生徒の興味、関心、適性、進路希望に応じた

高校選択の実現に向けて、入学者選抜における

通学区域制度の撤廃を目指す。 

 

 

平成 24 年度入学者選抜（H23 年度末

実施）から、すべての通学区域を撤廃した。 

公立高校中途退学率の推移 

 H19 年度→2.9% 

    H20 年度→2.6% 

    H21 年度→2.0% 

    H22 年度→1.8% 

    H23 年度→？ 

 

 

 

生徒自身の興味、関心、適性、

進路希望に応じた高校選択が可

能となる。 

 

◇平成 25 年度までに公立高校

の中途退学率を 2.5%未満に

する。 

 高校生就職支援 
  【高等学校課】 

 

高校生の就職支援のため、就職アドバイザー

を配置し、求人開拓や定着指導、また、生徒の

希望と受験先企業とのマッチングを十分行い、

就職内定率を向上させる。 

 

 

◆平成 23 年度公立高校卒業生の就職内定

率は 93.8％。 
 

◆就職後のミスマッチによる離職率が全国

に比べて高い。平成 22 年 3 月卒業者の

１年目の離職率は 27.5％（全国平均

20.7％）。 
 

◆3 年間を見通したキャリア教育の推進に

より、離職率を下げる必要がある。 

 

 
 

◆就職アドバイザーの

配置 

 

◆求人事業所説明会 

    
 

◆公立高等学校における就職内

定率を向上させる（就職内定

率 95％）。 

 

◆卒業１年目の離職率を全国平

均に近づける。 

生徒パワーアップ事業・学校パワーアップ事業に組替 

（重点プラン P56-57 参照） 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 



 

 

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
特別支援学校の再編に関

する検討委員会 
【特別支援教育課】 

 

第１次再編計画では、県中央部における知的

障害特別支援学校における児童生徒数の増加

や肢体不自由特別支援学校分校の児童生徒数

の減少等、学校規模の適正化や一人一人のニー

ズに応じた教育の充実の観点から再編を行っ

てきた。 

第２次再編振興計画では、今後の各特別支援

学校における教育内容の充実を視野に入れた

検討を進める。 

 

◆第 1 次再編計画 

・知的障害特別支援学校の分校を 2 校新設 

・中村養護学校に肢体不自由部門の新設 

・高知若草養護学校子鹿園分校に、通学生

の受入れ、高等部の設置。 

 

◆「インクルーシブな教育システム」の構

築に向けた取組の必要性 

 
 

◆第２次検討委員会、

審議のまとめ、再編

振興計画の作成 
 

 

 

 

 

 

◆第２次再編振興計画

の実施 

  
 

今後の特別支援学校の在り方

を踏まえた第２次再編振興計画

を策定し、実施する。 

 
 
 
 
 
 

発達障害等支援・特別支援
教育総合推進事業 

【特別支援教育課】 

 

（特別支援教育の理解） 

特別支援教育に関する指導や支援の在り方

について学び、校内における特別支援教育の充

実を図る。 

 

◆特別支援教育に関する研修受講率（H23） 

〈小学校〉  92.4%  

〈中学校〉  84.6%  

〈高等学校〉 75.1% 

※各校種における全教職員数に占める特別支援

教育関連の研修を受講した教職員の割合 

 

◆小・中・高等学校に

おける校内研修の

促進 

 

    
 

公立小中高等学校のすべての

校種において、特別支援教育に

係る研修の受講率を高める。 

 

◇研修受講率 90％ 

 

（適切な指導及び支援の充実） 

適切な指導及び支援を行うために重要な計

画である「個別の指導計画」の作成率向上のた

めに、作成の意図を明確にするとともに作成状

況の分析を行い、作成できていない学校に対し

ては、校内支援の機会を通じて支援を行う。高

等学校については、巡回相談員派遣事業等の活

用を推進する。 

 

◆個別の指導計画の作成率（H23） 

〈小学校〉  63.3% 

〈中学校〉  45.6% 

〈高等学校〉 36.6% 

 

※すべての小、中、高等学校に占める個別の指導

計画を作成している学校の割合 

 

◆個別の指導計画の作

成促進 
・作成状況の分析、目標

値の設定 

・作成できていない学校

に対する支援 
 
◆巡回相談員派遣事業

の活用の促進 

 

 

 

   
 

各学校における個別の指導計

画の作成率を向上させる。 

 

◇小 学 校：80％ 

  中 学 校：80％ 

高等学校：60％ 
 

 

 
特別支援教育学校コーデ

ィネーター養成研修の実施 
【特別支援教育課】 

－ － 

  

－ 

 
特別支援学校・学級実践交

流事業の活用 
（特別支援学校教員専門向
上事業派遣） 

【特別支援教育課】 

 

特別支援学級を設置している小中学校が、県

立特別支援学校の協力を得て、障害のある児童

生徒の指導方法の工夫改善や当面の課題を図

るための支援を受ける事業を活用する。 

 

 

◆特別支援学校・学級実践交流事業 

特別支援学校による特別支援学級への

支援（派遣） 

（H20） 121 回 

（H22） 182 回 

（H23） 194 回 

 

◆特別支援学校のセン

ター的機能を活用

した研修会の充実 

（TV 会議システム

の活用等、効果的な

学校支援の仕組み

づくり） 

    
 

◆ 実 践 交 流 事 業 の 活 用 数 を

200 回以上とする。 

 

◆特別支援学校の TV 会議シス

テム等を効果的に活用できる

ような体制をつくる。 

 
 
 
 
 
 

特別支援学校の教員の専
門性の向上 

【特別支援教育課】 

 

（当該障害種別の免許保有率の向上） 

一人一人の障害の状態や発達段階に応じた

教育を充実するために、特別支援学校における

当該障害種別の免許状の保有率を向上させる

取組を推進する。 

 

◆当該障害種別の免許保有率 

 （H19） 50.5％ 

 （H23） 59.4％ 

 
◆認定講習等の受講の

促進 

    
  

特別支援学校における当該障

害種別の免許保有率を 70％以

上にする。 

 

（専門性養成研修の実施及び専門研修等への派遣） 

◆教育相談・心理検査実技等スキルアップ研修

基礎コースでは、心理検査の実施方法及び教

育相談の在り方等に関する研修を行い、教育

相談担当者としての基礎的な資質の向上を

図る。 

◆基礎コースの修了者が受講するアドバンス

コースでは、発達障害等のある子どもの事例

検討を通して、特別支援学校のセンター的役

割として地域の保育所・幼稚園や学校への指

導・助言ができる力を養う。 

 

◆アドバンスコース修了者による巡回相

談員としての参加状況 

（H22）33.3％  

※研修受講者（県立）12 名中、4 名

が巡回相談員として参加 

                

◆アドバンスコース修了者による就学指

導委員会診断委員及び調査員の状況 

（H23）61.5％  

※研修受講者（県立）13 名中、8 名

が診断委員及び調査員    

 
◆受講者による小中学

校等への地域支援

の促進 

    
 

研修受講者（県立）が小中学

校等への支援を実施した割合を     

80％以上にする。 

特別支援学級への派遣による支援に加えて、小中学校等に対して、

TV 会議システムの活用や校内研への参加を募る等、多様で効果的な

支援方法を発信し、学校等の実情に応じた支援の選択ができるように

する。 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P76-77 参照） 

 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

大学入試における県内枠
設定 

【高等学校課】 

 
 県内大学への進学者数の増加を図るため、県

内の大学に対して入学者の県内枠の設定を求

める。 

 

 県内枠を最大限に活用できていない現

状があり、今後志願者数の増加等を図る必

要がある。 

 

◇各大学における県内枠の状況（H24 入試） 

・高知県立大学 115 名 

・高知工科大学 ０72 名 

  

◆大学との協議・検討 

    
 

各大学入試における県内枠の

設定により、県内大学への進学

者数を増加させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 県内大学における教員免
許更新講習の実施 

【教職員・福利課】 

 

教員免許更新制の講習内容の充実を図るた

め、県内すべての大学で更新講習を実施すると

ともに、大学間において定期的に情報・意見交

換を行う。 

 

 

 

◆高知大学、高知県立大学、高知工科大学、

高知学園短期大学及び国立室戸青少年

自然の家において、円滑な開設・運営が

行われている。 
 

◆講座により応募者数のバラつきがあり、

定員以上の応募がある講座については、

受講できない者もいる。 
 

◆平成２３年度実施講習実績（のべ人数） 

・高知大学     ７４（2,309 人） 

 ・高知県立大学    ９（0,128 人） 

 ・高知工科大学   １３（0,085 人） 

 ・高知学園短期大学  ２（0,138 人） 

 ・国立室戸青少年自然の家 ２（63 人） 
 
◆更新講習実施連絡会の開催 

 ・12 月に開催（１回） 

 

 

◆更新講習の実施 

 

◆大学間における情

報・意見交換 

     

◆各大学の責任と役割の自覚に

基いた更新講習の実施 

 

◆関係者のニーズに応じた講座

の開設及び内容の充実 

 
 
 
 
県内大学院・学部への派遣 

【教育政策課】 

  

児童生徒の学力向上、生徒指導、道徳教育、

特別支援教育及び情報教育等、本県の教育課

題を解決するため、実践的な研究を行う者を

派遣する。 

 

◆派遣者数 

H21 ３名 

H22 ３名 

H23 ３名 

 

◆学力向上や道徳教育等の推進役となる

人材を育成する必要がある。 

 

◆児童生徒理解や生徒指導に関して、医

学・心理学的な立場から専門的な知識・

技能を習得させ、様々な悩みを有する児

童生徒の指導や援助の中心的な役割を

果たす教員を養成し、学校における生徒

指導体制の充実を図る必要がある。 

 
◆高知大学大学院へ３

名の派遣（小中高各

１名）、３名が前年

度から継続（小２

名、高１名） 

   

 

 

◆学力向上や道徳教育の推進役

となる教員が増え、授業改善

が進む。 

 

◆医学・心理学的な立場から専

門的な知識・技能を有する教

員が増え、学校の生徒指導体

制が充実する。 

 
 
 
 

高大連携教育事業 
【教育政策課・高等学校課】 

 
効果的なカリキュラムやシラバスの構築に

向けて、高大連携をより一層推進する。 

 

◆実施内容 

・連携授業プロジェクト（高大が連携して授業

を実施） 

・連携教育プログラム開発プロジェクト（高大

の教員が協働で新しい連携教育プログラム

を開発） 

・課題探求実践セミナー（国際協力入門） 

・高校生ブレゼンフェスタ 

・教員研修プログラムの開発・実施 

・出前授業・大学訪問・体験授業 

 
◆多くの生徒が参加でき、実施内容を十分

に理解できるプログラムの開発が必要で

ある。 
 

◆高大連携校における学校の実情に応じ

たカリキュラムの開発が必要である。 
 

◆学校全体の教育力向上につなげていく

ために、各連携校におけるシステムづく

りが必要である。 

 
◆各連携事業の計画的

な実施 

   

 

 
◆高大連携校で、双方が協働で

開発したカリキュラムやシラ

バスが整備されることによ

り、連携の取組が学校活動の

一環として位置付けられるよ

うになる。 

 

◆各高大連携事業の参加形式の

多様化を進める。 



 
  

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 

保・幼・小連携モデル事業 
【幼保支援課】 

 

幼児期の保育・教育への理解を深め、幼児の

学びをつなぐために、それぞれの地域の実態に

即した主体的な取組を支援し、幼児教育と小学

校教育の円滑な接続を図る。 

 

事業期間：平成１９年度～平成２１年度 

指定地域：３地域 

     ・夜須幼稚園、保育所、夜須小学校 

     ・橋上保育園・橋上小学校 

     ・越知面幼稚園・越知面小学校 

 

 

保幼小連携推進地域の拡大の取組の中

で生かしている。 

   
 

（H19～21 年度） 

３地域で連携モデル事業を実

施する。 

 
 
 
中学 1 年生を対象とした

仲間づくり 
【人権教育課】 

－ ― 

  

― 

 
 
 
高大連携教育事業 

 【教育政策課・高等学校課】 
－ ― 

 

 ― 

 
 
 
発達段階に応じたキャリ

ア教育の推進 
【小中学校課・高等学校課】 

－ － 

 

 － 

（再掲） 

（再掲） 

 
（本冊子 P24-25 参照） 

 

 
（本冊子 P22-23 参照） 

 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 

（再掲） 
 

（本冊子 P54-55 参照） 

 



 

 
   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 
 

 
採用勉強会・説明会 

  【教職員・福利課】 

 

高知県の求める教員像を明確にし、そのため

に必要となる基礎的な力を採用前から育成す

るため、採用審査勉強会を開催するとともに、

採用審査説明会を県内外で実施する。 

 

◆平成 23 年度実績 

◇採用審査勉強会 

 （当該年度に実施した採用審査の分析及び 

研修） 

 ・高知会場：448 人 

◇採用審査説明会 

 （平成 24 年度実施の採用審査に向けて） 

 ・高知会場：358 人（5 回） 

 ・県内 3 大学：94 人 

 ・中四国 10 大学：130 人 

◇就職ガイダンスへの参加 

 ・県内外４大学：270 名 

 

採用審査応募者数の確保に向けた効果

的な広報活動のあり方について研究する

必要がある。 

 

 
 

◆採用審査勉強会 

・採用審査の分析を中

心にした勉強会の

開催 

 

◆採用審査説明会 

・県内外の大学で継続

実施 

 

◆就職ガイダンス 

・大学及び高校で実施 

     

◆高知県の求める教師像に相応

しい意欲と活力のある優秀な

人材を採用する。 

 

◆教員としての資質、指導力の

向上を図る。 

 
 

 
障害者雇用の促進 

 【教職員・福利課】 

 

◆障害者の雇用を促進し、法定雇用率実現を目

指す。 

 

◆平成 23 年 6 月１日現在 

 障害者雇用率：2.17％ 

         （法定雇用率達成） 

 

◆教員採用審査、実習

助手寄宿舎指導員、

学校事務における障

害者特別選考の実施 

 

 

 

     

◆障害者法定雇用率の維持 

 

◆障害者の雇用促進 

教科研究センター 
 【教育センター】 

― ― 

 

 ― 

 
 
 
 
 
 

育成型人事評価制度等の
改善 

【教職員・福利課】 

 

◆教職員一人一人の意欲や職業能力の向上を

図るうえで、制度目的（組織の活性化や人材

育成）をより明確にし、育成指導が行い易い

制度に改正する。 

 

◇昇給区分決定の際、人事評価結果を活用す 

 ることで、勤務成績の客観性、透明性を高め 

 てきた。 

Ｈ23 年度：管理職員に先行実施 

Ｈ24 年度：全職員に実施 

 

【参考】 

◆人事評価制度等に関する検討委員会の実施 

 （Ｈ2２年度：５回、Ｈ23 年度：２回） 

 

 

◆これまでの取組においても職場の風通

しが良くなるなど一定の成果は上がっ

ているが、制度理解が十分とは言えない

状況にある。 

 

◆管理職には、評価者として育成指導の観

点に照らした勤務状況の十分な把握や

育成への適切なアドバイスのあり方等

について周知する必要がある。 

 

◆制度の運用実態を把握するとともに、現

場の意見や有識者による検討委員会で

の検討結果に基づき、人事評価制度をさ

らに効果的なものへと熟成させていく

ことが重要である。 

 

 

◆全教職員対象に実施 
 

◆制度を円滑に運用す

るための研修会等

の実施 
 
◆現行制度の検証及び

次年度に繋げるた

めの改善案の検討 

    
 

職員の職務遂行状態を客観的

にかつ公正に評価し、結果のフ

ィードバックを行うことで、職

員の職業能力の育成を図り、学

校組織の活性化や学校経営の質

の向上につなげる。 

                                                                                            

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P34-35 参照） 



 
  

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

教科ミドルリーダー育成
事業 

【小中学校課】 
－ － 

   

－ 

中学校数学授業改善プロ
ジェクト事業 

【教育センター】 

 

中学校数学科教員の授業力向上を図るため

の研修を行う。 

 

◆実施内容（H19～H21 年度） 

◇集合研修を年間 5 日間実施 

・指導方法の工夫と改善の講義 

・小学校算数と中学校数学との連携について

のビデオ研究と講話 

・学習指導案の講義・演習 

・模擬授業の実施・研究協議 
 

◇所属校での研究授業を実施 
 

◇受講対象者 

  平成 19 年 4 月 1 日現在、採用 11 年次

から採用 25 年次までの中学校数学科教員 
 

◇受講者数 合計 126 名 

  H19 44 名   H20 38 名 

  H21 44 名 
 

◇外部講師 

 ・H19 高知大学 教授 國本景亀 

 ・H20、21 大阪府柏原市立玉手中学校 

         教頭 小畑 壽 

 

◆研修終了後のアンケート調査結果 

受講者の満足度 73.9％ 

 

◆研修成果レポートの内容・発表からの評

価結果 

「成果と課題が明確である」･･･60% 

「これからの実践に生かせそうか」 

･･･65% 

 

  
 

中学校の数学科教員の授業力

を向上させる（生徒に基礎的・

基本的知識や技能の定着、活用

能力を育成するための授業実

施）。 

 

 

中学校国語授業改善プロ
ジェクト事業 

【教育センター】 

 

中学校国語科教員の授業力向上を図るため

の研修を行う。 

 

◆実施内容（H21～23 年度） 

※2 年間の研修プログラムとして実施 

◇1 年目研修の主な内容 

・集合研修を年間 5 日間実施 

学習指導力、教材開発・活用力、生徒指

導力に関する内容 

・所属校での公開授業を 3 回実施 

  ・所属校での研究授業を実施 

（指導主事等が年間 1 回訪問指導） 
 

◇2 年目研修の主な内容 

・1 年目の各自の課題を踏まえ、所属校に

おける研究授業、公開授業を実施 
 

◇受講対象者 

  平成 21 年 4 月 1 日現在、採用 11 年次

から採用 25 年次までの中学校国語科教員 
 

◇受講者数 合計 92 名 

  H21 31 名   H22 30 名 

  H23 31 名 
 

◇外部講師 

 ・H21～H23 宮城教育大学教職大学院 

           教授 相澤 秀夫 

 ・H22、23 文部科学省初等中等教育局 

  教育課程 教科調査官 冨山哲也 

 

 

◆学習指導力に対する自己評価と校長に

よる他者評価（4 段階評価） 

・受講者の 1 年目の結果  

自己評価 3.26    他者評価 3.56 

・受講者の２年目の結果 

自己評価 3.20    他者評価  3.41 

 

◆「授業分析シート」の結果 

・生徒の状況について  

国語好感度が高まっている学校  

･･･85％ 

・教師の授業力について  

研修を踏まえて授業改善に取り組んで

いる者･･･100％ 

 

 

 

中学校国語科教員の授業力を

向上させる（生徒に基礎的・基

本的知識や技能の定着、活用能

力を育成するための授業実施）。 

 

 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P34-35 参照） 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 



事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

ICT 活用指導力向上研修 
【教育センター】 

 

教員の ICT 活用指導力の向上を図るための

研修を実施する。 
 

◆主な実施内容（H21～H23 年度） 

・パソコン基本操作の講義・演習 

・情報モラルの講義 

・ワードやエクセル、パワーポイントを使った

教材つくりの講義・演習 

◇受講対象者 

 ＩＣＴ活用指導力に係る調査の自己評価に

おいて、一定の基準に満たさなかった者 

◇各年度の実施日数 

 Ｈ21・22：10 日間、Ｈ23：13 日間 

※対象者は該当年度に 1 日受講 

◇受講者数 合計 764 名 

Ｈ21 206 名（小学校） 

Ｈ22 210 名（中学校） 

Ｈ23 174 名（県立学校） 

     174 名（小学校） 

 

◆平成 21 年度学校における教育の情報化

の実態等に関する調査結果（速報値）か

ら、全校種の平均値は全国平均を上回っ

た。 

 

【調査結果】（数値は全国平均との差） 

・教材研究・指導の準備評価などに ICT を

活用する能力⇒＋3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 

・授業中に ICT を活用して指導する能力 

⇒＋4.1 ﾎﾟｲﾝﾄ 

・児童・生徒の ICT 活用を指導する能力 

⇒＋3.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 

・情報モラルなどを指導する能力： 

⇒＋3.1 ﾎﾟｲﾝﾄ 

・校務に ICT を活用する能力 

⇒＋2.4 ﾎﾟｲﾝﾄ  

    

本県教員の ICT 活用指導力を

全国水準以上にする。 

 

 
教科の枠を超えた校内研

修の充実 
【教育センター】 

－ － 

  

－ 

 
 
 

児童虐待・いじめ等に関す
る学校支援の充実 

【人権教育課】 

 

児童虐待・いじめ等に関する教職員の認識や

発見する力をさらに高めるとともに、児童虐

待・いじめを発見した場合の対応力や支援力の

強化を図るための研修を行う。 
 

◆校内研修 

  各年度のできるだけ早い時期に、各学校に

おいて人権教育主任等の教員が推進役とな

って実施する。 
 

◆体系的な研修 

教育センター等の研修に加え、日程に応じ

て各担当課等が講話・演習形式により行う。 

 

児童虐待・いじめに対する教職員の課題

意識は高まりつつあり、児童相談所等への

通告やいじめの認知が一定できている。 

しかし、虐待は家庭に起因する課題が多

く、いじめはどこの学校でも、どの児童生

徒にも起こりうる問題である。 

そのため、教職員が繰り返し研修を行っ

て研さんを積み、児童虐待・いじめ問題へ

の積極的な取組を推進し、個々の教職員の

発見する力、対応力の強化を図る必要があ

る。 

 

◆児童虐待・いじめに

関する体系的な研

修の実施 

 

◆各学校で児童虐待・

いじめに関する校

内研修の実施 

 

 

 

    
 

教職員の児童虐待・いじめを

発見する力をさらに高めること

により、以下を到達目標として

設定する。 

 

◆児童虐待については、疑いの

あった時点で遅滞なく通告す

ることができる。 

◆いじめについては、発生して

いるいじめを早期に確実に認

知し、解消することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

目指せ！教育先進県研究
事業 

【教育政策課】 

 

1. 政策研究大学院大学への派遣 

  教育政策担当者コースで最先端の教育政

策理論や先進自治体の施策及び取組を研究

させる。 
 

＜派遣者数＞ 

H21:１名  H22 :１名  H23:１名 
 

2. 教育先進県（東京都教育委員会）への派遣 

  先進的取組を行っている東京都教育委員

会へ本県事務局職員を派遣し、実践的な教育

行政のノウハウを学ばせる。 
 

 ＜派遣者数＞ 

H21:１名  H22:１名   H23:１名 
 

3. 臨床心理士・特別支援コーディネーターの養成 

  鳴門教育大学大学院、愛媛大学大学院に派

遣し、指導力・実践力をもった人材を計画的

に育成する。 
 

＜派遣者数＞ 

H21  鳴門:２名 愛媛:０名 

H22  鳴門:１名 愛媛:０名 

H23  鳴門:３名 愛媛:１名 
 

※鳴門：鳴門教育大学大学院 

 愛媛：愛媛大学大学院 

 

◆緊急プランから重点プランへの移行に合

わせ、重点ポイント推進事業に統合し

た。 

 

◆政策研究大学院大学派遣者 3 名は、事務

局職員（教育政策課 2 名、高等学校課１

名）として勤務。東京都教育委員会への

派遣者 3 名は、事務局職員（小中学校課

2 名、人権教育課 1 名）として勤務。 

 

◆鳴門教育大学派遣者6名のうち2名が臨

床心理士資格取得、１名が取得予定、3

名が現在在学中。 

 

◆愛媛大学大学院派遣者 1 名は、県立高等

学校に勤務。 

 

 

  
 

◆教員の臨床心理士（スクール

カウンセラー）の資格取得促

進とカウンセリングマインド

の向上 

重点プランに位置付け実施 

（校内研修を活性化させるためのリーダー育成研修）  

（重点プラン P48-49 参照） 

重点ポイント推進事業に統合 

（重点プラン P50-51 参照） 

 

当初の目標を達成したため、事業終了 



              

事業名称 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 

 

 

 

教職員の表彰 
【教職員・福利課】 

 

学校・家庭・地域が全体として教育力を高め

ていく教育的な風土づくりを推進するため、教

職員の地道な教育実践を称え、その活動を奨励

する。 

 

◆平成 23 年度実績 

・教育功績表彰 06 人 

・教育奨励表彰 12 人 

・教育実践表彰 60 人 

 

◆表彰制度の意義や体系化が十分周知さ

れていない。 

 
 

◆表彰制度の周知・啓

発に努め、意欲的で

優れた取組や実践

を行った教職員の

積極的な表彰 

    
 

教職員の適正な評価と意欲の

喚起及び資質・指導力の向上を

図る。 



 

 

   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

学校組織活性化実践事業 
【教育政策課】 

－ － 

   

－ 

 
 
 
 

新たな職のモデル的導入 
 【教職員・福利課】 

 

学校の教育課題を解決するために、副校長、

主幹教諭、指導教諭の新たな職を導入し、課題

に対してより組織的に対応できる学校組織の

構築を目指す。 

 

◆平成 24 年 4 月 1 日付の昇任者数 

           （全体配置人数） 

・副校長  県立学校  3 人（07 人） 

・主幹教諭 小学校   4 人（08 人） 

      中学校   ６人（16 人） 

      県立学校  3 人（06 人） 

・指導教諭 小学校   1 人（05 人） 

     中学校   2 人（06 人） 

   合 計      19 人（48 人） 

 

◆平成 24 年 4 月 1 日現在の配置校率 

 計 48／372 校（13％） 

  

   

県内の一割程度の学校で新た

な職を導入する。 

 
 
育成型人事評価制度等の

改善 
【教職員・福利課】 

－ － 

 

 － 

 
 
組織的な学校事務の推進 
（質的向上、集合化、集約化の拡充 

 及び新たな核となる職の設置の 

 検討等） 

 【教職員・福利課】 

 

小中学校において、適正で効率的な学校事務

体制を推進するため、学校事務の共同実施や支

援体制の拡充をすすめるとともに、これらの取

組の核となる職の設置について検討を行う。 

 

・Ｈ22：中芸地域での共同実施の取組開始 

・Ｈ23：高知市での支援組織の取組開始 

  

 

◆学校事務の共同実施に取組んでいる市

町村 26/34（うち集合化：5） 

 

◆市町村教育委員会ごとに各地域に応じ

た取組内容を設定し、学校事務の質的向

上、平準化、事務職員未配置校への支援

及び若年事務職員の指導育成等に取り

組んでいる。 

 

◆今後は、共同実施等への取組を行ってい

ない市町村へ働きかけをしていく必要

がある。 

 

◆県内全域で共同実施

等組織的な取組の

実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学校事務のさらなる

組織化と業務の集

約化の進展 

   

組織的で効率的かつ質の高い

学校事務体制を構築する。 

 
 

 
学校評価の推進 

【教育政策課】 

  
学校が自らの教育活動等の成果や取組を不

断に検証することにより、 
 

①学校運営の組織的・継続的な改善を図る。 

②各学校が保護者や地域住民等に対し、適切に

説明責任を果たし、その理解と協力を得る。 

③学校に対する支援や条件整備等につなげる。 

 

 
学校が自らの教育活動等の成果や取組

を「学校改善プラン」（小中学校）及び「学

校経営構想図」（県立学校）と関連づけて 

検証することにより、学校運営の組織的、

継続的な改善を図る必要がある。 

 
 
◆「学校改善プラン」

（小中学校）及び

「学校経営構想図」

（県立学校）と関連

づけた学校評価の

実施 

    
 
すべての学校において「学校

改善プラン」（小中学校）及び

「学校経営構想図」（県立学校）

と関連づけた学校評価が実施

され、PDCA に基づき、教育活

動や学校経営の改善を図る。 

                                                                                            

（再掲） 

重点プランに位置付け実施 

※学校トップリーダー実践力向上研修 

（重点プラン P76-77 参照） 

 
本冊子 P58-59 参照 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 



              

事業名称 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 
高知県小中校長会が行う

実践研究事業 
【小中学校課】 

 

本県の学力向上に関する教育研究活動の推

進に向けて、県小中学校長会の研究機能の活性

化を図るために、校長会が実施する以下の事業

に要する経費について補助金を交付する。 

 

・単元テストシステムの有効活用についての実

践研究 
 
・全県の統一的な学習状況調査の在り方につい

ての検討 
 
・県で作成した学校評価ガイドラインを活用し

た学校評価の在り方についての実践研究 
 
・効果的な家庭学習（宿題）の在り方について

の実践研究 

 

 

 

テーマ別部会による実践研究や、地区別

研修会の実施等、２年間の取組を通して校

長会の研究機能の充実が図られた。 

 

◆研修会：のべ回数（のべ参加人数） 

H20：18 回（1,401 人） 

H21：24 回（1,829 人） 

 

◆H21 報告書の内容 

 ・単元テストシステムの有効活用事例 

・統一的な学習状況調査の必要性や在り  

 方に関する取りまとめ 

・学校評価のモデル的事例 

・家庭学習習慣の定着を図る取組事例 

   
 

（H25 年度末までに） 

校長会の研究機能を活性化さ

せる。 

 
当初の目標を達成したため、事業終了 



 

 
   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
県立高等学校再編計画 

【高等学校課】 
－ － 

   

－ 

 
 

特別支援学校の再編に関
する検討委員会 

【特別支援教育課】 

－ － 

  

－ 

 小中学校再編への取組（統
合推進加配の実施） 

 【小中学校課】 

 

 教育効果の観点から、各市町村に応じた支援

を継続する。 

 

・統合推進加配：7 名 

・複式改善加配：1 名 

 

◆平成 24 年現在、県内小学校における複

式学級の割合は 37.5%となっている。 

 （H24.5.1 現在） 

 

◆複式学級率の減少 
   

 

 

県内小学校における複式学級

の割合を 35%以下とする。 

 
 

 
 
 

県立施設 耐震診断（2 次） 
【学校安全対策課】 

 

南海地震に備える耐震補強設計の実施

の際には、２次診断等の結果が必要であ

ることから、「県有建築物耐震化実施計

画」に基づき、県立学校の耐震診断を実

施する。 

 

◆平成 23 年度末までに、県立学校の主

要な施設の耐震診断は、ほぼ完了した。 

 

耐震診断の結果により、耐震補強を

要する建物については、「県有建築物

耐震化実施計画」に基づき、順次、耐

震補強設計及び耐震補強等工事を実

施している。 

 

 

 

◆西土佐分校 耐震診断 
 

 

 

平成 24 年度末までに県

立学校の耐震診断を完了さ

せる。 

 
 
 
 
 
 

県立施設 耐震補強工事 
【学校安全対策課】 

 

南海地震に備え、「県有建築物耐震化実

施計画」に基づき、県立学校の耐震補強

設計、耐震補強等工事を行い、耐震化を

計画的に実施する。 

 

◆H23 年度末現在の耐震化率（暫定） 

  公立高校学校：66.8％ 

  特別支援学校：93.1％ 

  （公立高＋特支：70.5％） 
 

 

◆平成 23 年 4 月 1 日現在の耐震化

率は次のとおりであり、全国平均を

下回っている。 

公立高校：61.5%(全国：77.7%) 

特支学校：88.3%(全国：91.0%) 

 

◆国が平成 27 年度末までに耐震化を

完了させることを目標としたこと

に合わせ、県立施設の耐震化を前倒

しで実施することとし、平成 27 年

度末までに耐震化の完了を目指し

て取り組んでいる。 

  

◆耐震補強設計、耐
震補強等工事 

   

 

 

平成 27 年度末までに県

立学校施設の耐震化率実質

100%を目指す。 

                                                                                            

県立学校の 
耐震診断完了 

耐震化率 
実質 100％ 

 
本冊子 P52-53 参照 

 
本冊子 P50-51 参照 

（再掲） 

（再掲） 



 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 

 

 

 

 

 

小中学校 耐震診断支援事業 
  【学校安全対策課】 

  

南海地震に備え市町村が実施する公立小中

学校の耐震診断（２次診断以上）に対し、国の

補助に継ぎ足しして補助を行うことにより市

町村の財政支援を図るとともに、耐震化への取

組を推進する。 

 

（内容） 

 補助先：市町村及び学校組合 

 補助率：1/3 以内 

 補助対象：対象建物の耐震診断費用 

（2次診断以上）及び評定手数料 
 

（実績） 

H22：10 市町村 31 校 48 棟 

H23：06 市町村 13 校 15 棟 

 

◆平成 23 年 4 月 1日現在の県内の公立小

中学校の 2 次診断実施率は 78.4%であ

る。 

 

◆国の補助を受けて耐震化を行うには、2

次診断以上の耐震診断を受けることが

要件となっており、また、耐震補強等工

事の前提となるものでもあることから、

2 次診断等を実施していない学校施設に

ついては、早急な実施が求められてい

る。 

 

  

◆公立小中学校耐震診

断への補助 

     
早 期 の 2 次 診 断 実 施 率

100％を目指すとともに、耐震

性がないことが判明した施設に

ついては、耐震補強等工事の実

施につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

小中学校 耐震化促進事業 
 【学校安全対策課】 

 
南海地震に備え、早急に耐震化に取り組む必

要があることから、市町村等が実施する公立小

中学校の耐震補強等工事に対し、国の補助に継

ぎ足しして補助を行うことにより市町村の財

政支援を図るとともに、耐震化への取組を推進

する。 

 

（内容） 

 補助先：市町村及び学校組合 

 補助率：1/6 以内 

 補助対象：耐震補強等工事に係る経費 
 

（実績） 

H22：15 市町村  24 校 39 棟 

H23：11 市町村  24 校 40 棟 

 
◆平成 23 年 4 月 1日現在の県内の公立小

中学校の耐震化率は 71.7%（全国第 35

位）であり、全国と比較しても取組が遅

れている。 

 

◆このことは、市町村の財政事情や統廃合

問題等を抱えていることが原因として

あげられるが、児童生徒の生命の安全を

確保するために、学校施設の耐震化は早

急に実施する必要があることから、引き

続き市町村等に対する支援や働きかけ

が必要である。 

 

 

◆公立小中学校耐震補

強工事への補助 

     
平成 25 年度末までに耐震化

率 85％以上を目指すとともに、

少しでも早い時期に耐震化率

100％を達成する。 

保育所・幼稚園耐震診断事業  
【幼保支援課】 

  

南海地震に備え、保育所・幼稚園の児童の安

全を確保するため、施設の耐震診断に要する費

用について補助を行う。 

 

（H23 年度実績） 

保育所：5 団体 8 施設 8 棟 

幼稚園：なし 

→H23 年度末現在の耐震診断実施率 

:63.0% 

 

 

◆平成 23 年 4 月 1 日現在の県内の保育

所・幼稚園の耐震診断実施率は 56.8%

と診断が進んでいない状況にある。 

 

◆東日本大震災を受け、早期の耐震化に向

けた意識が高まっている。 

 市町村や私立の保育所・幼稚園設置者に

対し、耐震診断の実施と、その診断の結

果、耐震化が必要な施設については、個

別に計画的な早期の対策の実施を強く

要請し、施設の耐震化の促進を図ること

が必要である。 

 

 

◆保育所・幼稚園耐震

診断への補助 

    
 

平成 26 年末までに耐震診断

実施率 100%を目指すが、達成

で き な い 場 合 で も 、 早 期 に

100%を達成する。 

保育所・幼稚園耐震化促進 
【幼保支援課】 

 
南海地震に備え、早急に耐震化に取り組む必

要があることから、保育所・幼稚園の耐震補強

工事等に対し、補助を行うことにより、耐震化

への取組を推進する。 

 

（H23 年度実績） 

幼稚園：1 団体 1 施設 1 棟 

保育所：2 団体 2 施設 2 棟 

→H23 年度末現在の耐震化率：70.1% 

  

 
 
◆平成 23 年 4 月 1 日現在の県内の保育

所・幼稚園の耐震化率は 66.5%（全国

平均 69.1%）であり、全国と比較して

も若干取組が遅れている。 

 

◆このことは、市町村や設立法人等の財政

事情や児童数の減少に伴う園の統廃合

の検討が必要であることなどが要因と

してあげられるが、乳幼児の生命の安全

を確保するために、早期に施設の耐震化

をすることが必要である。 

  

◆保育所・幼稚園耐震

補強工事への補助 

    
 

平成 26 年度末までに耐震化

率 90％以上を目指すとともに、

少しでも早い時期に耐震化率

100％を達成する。 

2 次診断
実施率 
早期
100% 
達成 

早期
100%
達成 

◇耐震化率85.0%以上 ◇耐震化率90.5%以上 ◇耐震化率94.5%以上 

◇耐震診断実施率 100% 

（高知県南海地震対策行動 

計画の目標） 

◇耐 震 化 率 9 0 % 以 上 

（高知県南海地震対策行動 

計画の目標） 



              

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

 
 
 
 
 
ICT 環境の整備と情報教育

政策の確立 
【教育政策課】 

 

県版「教育の情報化ビジョン」の策定を行い、

ICT 活用力の向上、教育情報通信基盤と ICT

環境の整備、研修の体系化を図る。 

 

◆教員のICT活用指導力向上に係る研修実

施により、教員の ICT 活用指導力が全国

上位にまで向上した。 

 

◆国の ICT 利用環境整備予算（地財措置約

1673 億円）の有効活用が行われず、ICT

環境整備における市町村間格差が拡大

している。 

 

◆情報政策が明確化されておらず、体系的

な研修の取組体制が脆弱である。 

 
 

◆県版「教育の情報化

ビジョン」骨子策定 

 

◆ICT 活用力の向上 

 

 

◆ICT 環境整備の促進 

 

 

◆ICT 研修の体系化 

 

  

 

◆国の ICT 利用環境整備予算

（地財措置）の活用促進を図

る （ 消 化 率 を H21 年 度

26.1%から向上させる）。 

 

◆教員の ICT 活用指導力は全国

10 位以内を維持する。 

 

◆県版「教育の情報化ビジョン」

に基づく研修を実施する。 
県版「教育の情報化ビジ

ョン」策定 



 
   

 

事業名称【担当課】 事業の概要 

 

現状（課題） 
 実施計画  

到達目標 
H24 H25 H26 H27  

新県立図書館の整備 
【新図書館整備課】 

 
県内の生涯学習や文化の発展に役立ち、県

民・市民の暮らしと仕事の中で起きるさまざま

な課題解決を支援する知的・文化的な拠点とし

て、県立図書館と高知市民図書館の合築による

新図書館、新点字図書館、こども科学館（仮称）

からなる複合施設を、追手前小学校敷地内に整

備する。 

 

◆各施設の概要 

・新図書館（県立・市立） 

県立図書館と市民図書館本館が連携して

サービスを提供し、県民・市民の読書環境、

情報環境を充実 

・新点字図書館（市立） 

視覚に何らかの障害がある方への読書支

援や利用者のニーズに応えられる情報提供

の機能を充実 

・こども科学館（仮称）（市立） 

次代を担う創造性豊かな子どもたちの育

成を行い、科学的な見方や考え方を養う場

を提供 

 

現在の施設は、いずれも狭隘化、老朽化

が進み、新しいサービスの展開が困難な状

況にあり、各施設の役割や機能を見直し、

新しい時代にふさわしい施設として整備

することが重要な課題となっている。 

 

◆平成 23 年度までの主な取り組み 

（平成 22 年度） 

・「新図書館、新点字図書館、科学館（仮

称）基本構想」の策定 

（平成 23 年度） 

・「新図書館等複合施設整備基本計画」

の策定 

・基本設計の作成 

  

 

 

 

◆実施設計 

 

 

 

◆新図書館の運営体

制等の調整 

 

 

 

◆基本設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開館準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 27 年度中の開館 

 
 
 
 
生涯学習推進センターの検討  

【生涯学習課】 

 

生涯学習や社会教育を担う中核的な施設で

ある生涯学習を推進するセンターが未設置で

あるため、その在り方を具体的に検討し、その

早期の整備に努める。 

 

公民館をはじめとする社会教育の推進

について、平成 24 年の夏より高知県社会

教育委員会で協議することとしている。 

 

  
 

地域住民が身近な社会教育

施設等で学習できる情報の提

供及び学習成果を活用し、その

成果が評価されるシステムの

構築 

教育委員会広域化支援 
【教育政策課】 

－ － 

 

 － 

  
 
 
 目指せ！教育先進県研究事業  

 【教育政策課】 
－ － 

 

 － 

教育センターの機能強化 
 【教育政策課・教育センター】    

－ － 

 

 － 

平成 24 年夏より２年間協議を行う

高知県社会教育委員会において検討

する。 

◆詳細設計・構築 ◆暫定稼働・ 

構築（テスト） 

◆建設工事 

【新図書館情報システム】 

開
 

館
（

情
報

シ
ス

テ
ム

の
本

稼
働

）
 

重点プランに位置付け実施 

（重点プラン P44-45 参照） 

（再掲） 

重点ポイント推進事業に統合 

（重点プラン P50-51 参照） 

教育版「地域アクションプラン」推進事業に統合 

（重点プラン P80-81 参照） 


